
女子サッカーなでしこリーグ2026が開幕。
3月20日、スペランツァ大阪応援市民デー
では、後半54分の先制ゴールなどで見事快
勝しました。開幕2連勝を飾り、会場は歓
喜の渦に！南花台で新スタジアムを建設中の
今、選手たちの飛躍に期待が高まります（21
ページに関連記事）。
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計
画
と
は
、
市
の
こ
れ
か
ら
の
あ
る
べ
き
姿
を
描
い
た
も
の
で
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
う
え
で
羅
針
盤
と
な
る
も
の
で
す
。 

そ
れ
は
ま
た
、
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政
だ
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く
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な
ど
、
ま
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わ
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、
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す
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そ
こ
で
今
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は
、
ま
ち
づ
く
り
を
身
近
に
感
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て
い
た
だ
く
た
め
、

「
10
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後
の
め
ざ
す
姿
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“卓
上
日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
”に
凝
縮
し
ま
し
た
。

ふ
だ
ん
の
生
活
の
中
で
ふ
と
目
に
入
る
カ
レ
ン
ダ
ー
に
記
さ
れ
た
言
葉
が
、

み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
と
ま
ち
の
未
来
を
つ
な
ぐ
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
未
来
に
“ワ
ク
ワ
ク
”
し
て
も
ら
え
る
よ
う
デ
ザ
イ
ン
に
も
こ
だ
わ
り
ま
し
た
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ぜ
ひ
ご
家
族
や
ご
友
人
と
ま
ち
の
未
来
に
つ
い
て
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
シ
ェ
ア
も
大
歓
迎
で
す
。

み
な
さ
ん
の
日
々
の
営
み
こ
そ
が
、河
内
長
野
の
ま
ち
づ
く
り
そ
の
も
の
。

一
人
ひ
と
り
の
想
い
を
重
ね
、
明
る
い
未
来
を
豊
か
な
彩
り
で
満
た
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

対象に明記のないものは市内在住・在学・在勤者が対象
▶催しなどで費用の記載のないものは無料▶申し込みが
必要な催しなどの持ち物は主催者からの連絡などで確
認を▶先着順の申し込みで時間の記載のないものは午前
９時から受付▶申し込み・問い合わせなどで住所・電話
番号の記載がないものは市役所へ（業務日・時間は月～
金曜日午前９時～午後５時 30 分、祝休日・年末年始を
除く）▶催しなどの中止・延期など最新情報は問い合わ
せ先に確認を▶環境への配慮から、催しなどへの来場は
できるだけ公共交通機関のご利用を▶周囲の人に感染
症を広げないため、場所や状況に
応じてマスク着用などの対応を。

くろまろ塾認定
講座マーク▶

１ まちが元気、みんなも元気。 
２ ホタルも、子どもたちも、光ってる。 
３ 揺るがない安全と安心感。 
４ 人のつながりも、大きな安心に。 
５ 暮らしの中に、「できる。」がふえる。 
６ 好きなときに、好きなところへ。

10年後、私たちはどんな「ふだん」を
生きているのだろう。

７ みんなが、主役。みんなが、ファン。 
８ 支えて、支えられて、活かし合って。 
９ あたらしい一歩、踏み出し放題。 
10 地域がまるごと、学校。 
11 学びを、誰かの喜びに。 
12 住（じゅう）を、もっと自由に。

「じぶん」が 活きるまちって、
どんなまちだろう。

13 まちの顔を、笑顔でいっぱいに。
14 サクセスフルな、サステナブル。
15 “ここにしかない”時間を求めて。
16 地産地消で、日本一の給食カレーを。
17 “推し”と出会えて、育てるうれしさ。
18 「好き。」が集まれば、すごい力に。

これから、どんな「好き。」を
深めていけるだろう。

理念と18 のビジョン（10 年後のめざす姿）

ふだんを生きる、じぶんが活きる。 知るほど暮らすほど「好き。」が深まる千年都市。

「河内長野市第６次総合計画（そうけい）」
消滅可能性自治体からの脱却に向け、「消滅回避 先

・
進
・

市
・

」として常にチャレンジ！
次ページから、令和８年度に実施する主な事業を紹介します。

４
月
か
ら
、

河
内
長
野
の

新
た
な
総
合
計
画
が

始
動
し
ま
し
た
。

令和８年度に実施する主な事業・予算

総合計画
卓上日めくりカレンダー
市役所１階 市民窓口課で
販売▷１冊500円 (税込)

5/1 から販売！金

思
わ
ず
誰
か
に

教
え
た
く
な
る

特集



「子育て・教育3.0」次世代への投資にシフト。 

ヒト・モノが集まる成長戦略。

子育て

成長戦略
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令和８年度に実施する主な事業・予算特集

中学生の
「地域クラブ」
活動がスタート

南河内初一部新規

学校ハビリテーションルーム
（学校作業療法室）の導入

令和８年度は小学校４校からモデル実施。
関西初

新規

こどもの主体性と探究力を
育む教育環境へ
令和８年度は小・中学校
６校からモデル的に実践
研究を開始。

新規

「おむつ定期便」を本格実施 新規

美加の台小・中学校は
施設一体型小・中一貫教育推進校へ
令和８年度は工事に着
手（令和９年４月開校
予定）。

継続
「手つなぎ登園」
拡大中
南河内初

継続

奨学金（高校生向け）の
給付額を大幅に増額
令 和 ８ 年 度 は １ 年
生 が 80,000 円、２
年生以上が 40,000
円に拡充。

南河内トップクラス

拡充

新学校給食センターが
いよいよ完成
令和９年１月から中学校
全員給食を開始。

完了

中学生への塾講師による
夏休み講習を拡充
これまでのモデル 3 校から令
和８年度は全中学校に拡充。

拡充

南河内初

いじめは必ず解決！
市役所にいじめ相談窓口を設置
新規

南河内初

消滅可能性自治体から

消滅回避先進市へ
新たな総合計画が始動する初年度として、その理念を具現化し、
着実に未来を築き上げるための施策を戦略的に展開します。

官民連携した空き家対策で
不動産の流動化と転入を促進
空き家×未来プロジェクト
～まちの『宝もの』不動産 市役所店～が始動 ! 新規

P11に関連記事

南花台中央公園が
いよいよオープン
令和９年１月オープン予定。

完了

新規府内人気 No.１の道の駅
「奥河内くろまろの郷」をアップデート

令和８年度は子ども向け
複合遊具の設置やデジタ
ルマップの活用で市内観
光を誘導。

みんなで考える未来の
寺ケ池公園へ
アップデート
令和８年度は「四季の広
場」の実施設計に着手。

継続

「産×官×学×地域」による
美加の台の新たな
まちづくり
「美加の台カナートテラス」
正式オープン（7月予定）

継続

赤峰産業用地、
広域農道がいよいよ完成へ
赤峰は令和８年７月末に立地企業に引渡し予定、広域農道
は令和９年３月末に全線開通予定。

高向・上原地区産業用地化と
赤峰トンネルから堺方面への
道路延伸をスピードアップ
令和８年度は造成工事や用地買収を本格化。

継続

完了

「産×官×学×地域」による
駅前エリアに新たなにぎわいを創出
旧西條薬局跡地は新たなにぎわい空間へ、旧保健セ
ンター跡地はマンション建設へ。

新規

ふるさと納税収入は過去最高額に
増収を確実な流れへ

ネーミングライツ数
「日本一」のまちを目指して

安価な「カジュアル・ネーミングライツ」など
対象施設数増加で契約増へ。

“まちの価値を売り込む”
ブランディングで発信力を強化
市民とともに本市の魅力を発信し
選ばれるまちを目指します。

一部新規

一部新規

「
稼
ぐ
力
」と「
ま
ち
の
価
値
を
売
り
込
む
力
」

拡充

Kawachinagano
City

河

内
長
野市
シン
ボルキャラクター モ

ッ

ク
ル

バス路線再編後の
交通空白エリアを支援
市内の地域拠点を結ぶ「地域ネット
ワーク型新公共交通」の実現へ。

新規

空き家   未来
プロジェクト

河内長野市

K

AWACHINAG
A

N
O

 C
I T

Y
 A

K I Y A × M I R A I  P
R

O
J

E
C

T

まちの宝もの不動産
市役所店

イメージパース

イメージパース
イメージパース

イメージパース

イメージパース

イメージパース

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶

P16 に関連記事
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揺るがない安全と安心感。 サクセスフルな、サステナブル。

暮らしの中に、「できる。」が増える。
あたらしい一歩、踏み出し放題。

危機管理 持続可能な
維持管理

行政DX
ウェルビーイング
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行かない・書かない・待たない
窓口の実現

防災行政無線を
更新

「おおさか河内材」の
高付加価値化と販路拡大

一部新規

犯罪発生率 府内最小の
まちに向けて
特殊詐欺などの発生抑止
に向けた全庁的な取り組
みの充実と警察署との連
携を強化。

「森林系Ｊ－クレジット」の
創出に向けて
※ J-クレジットとは、CO2 などの
吸収量をクレジットとして国が認
証し販売する仕組み。市は収益を
原資にさらなる森林整備を行う。

家具転倒防止器具や
感震ブレーカーなどの
購入・取付作業を補助

岩湧の森登山道の
安全を確保

継続 継続
新規

継続

新規

継続

自転車ヘルメット購入
補助制度の対象を
全市民に拡充
ヘルメット購入費用の半額

（上限2,000 円）を補助。

多世代がつながる拠点
「（仮称）地域共生センター」の設置へ

あやたホールとくすのかホールを多世代が共生できる拠点へ。
令和８年度は改修に向けたワークショップの開催とあやた
ホールの詳細設計の完了。

拡充

市庁舎の一部を
市民に開放
令和８年度から市庁舎正
面玄関前の「モックル・
フルル広場」と庁舎１階の 

「市民サロン」を貸し出し。

市長室と市長車を
職員とシェア

市役所の職場改善に向け
兼業・副業人材を民間から公募

総合計画と同時期に下記の計画も新しくなっています。
・河内長野市教育大綱（秘書企画課）
・河内長野市第3期まち・ひと・しごと創生総合戦略（秘書企画課）
・河内長野市第2期観光振興計画（産業観光課）
・河内長野市第３期文化振興計画（文化・スポーツ活性課）
・河内長野市第5次地域福祉計画・河内長野市社会福祉協議
　会第４次地域福祉活動計画（地域福祉高齢課）
・河内長野市人権施策基本方針・推進プラン（2026-2036）（人権推進課）

・第２期かわちながの森林プラン（自然資本活用課）
・河内長野市教育推進プラン（教育総務課）
・河内長野市子ども読書活動推進計画（令和８年度改定版）（社
　会教育第２課）
・第２次河内長野市文化財保存活用地域計画（社会教育第２課）
・河内長野市公共施設個別施設計画（改訂）（資産管理課）
・DX推進方針ver2.0（総務課）

帯状疱疹ワクチンの接種費用助成を
50代にも拡大 
生ワクチン 1 回接種分、不活化
ワクチン 2 回接種分を助成。

男性のＨＰＶワクチン接種の
全額費用助成を拡大 
令和８年度は男女問わず、９価ワクチン接種が可能に。

遠隔（オンライン）診療の
本格導入に向けた
体制整備を支援

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー

新規

新規

拡充

拡充

一部新規

小さな起業、社会活動、
留学の支援をスタート

“自分らしく”が実感でき
る「自己存在的」なウェル
ビーイングを推進。
令和8年度はワークショッ
プや交流会を実施予定。

全国初
新規

新規

一部新規

令和８年度に実施する主な事業・予算特集

府内初

P10 に関連記事

P18 に関連記事

P19 に関連記事

P25 に関連記事

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶
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歳出
（目的別）

民生費（45.9％）
225億9,914万5千円
            

教育費（13.8％）
67億7,162万6千円

総務費（13.9％）　
68億1,968万7千円

公債費（6.1％）
30億494万8千円

衛生費（6.8％）
33億6,657万1千円

土木費（7.0％）
34億2,665万5千円

消防費（4.0％）
19億9,283万3千円

その他（1.4％）　
7億2,344万1千円

農林業費（1.1％）　
5億2,309万4千円

会計名 令和8年度予算額（千円） 前年度からの増減額（千円） 増減率（％）
一 般 会 計 49,228,000 4,803,000 10.8
特 別 会 計 31,146,036 3,058,266 10.9

国民健康保険事業勘定 11,369,033 ▲ 370,278 ▲ 3.2
土 地 取 得 117,354 ▲ 330 ▲ 0.3
部 落 有 財 産 28,673 27,873 3,484.1
介 護 保 険 13,397,579 65,972 0.5
後期高齢者医療 3,394,117 495,749 17.1
産業用地整備事業 2,839,280 2,839,280 皆増
公営企業会計 11,338,881 1,443,731 14.6

水道事業 4,632,785 839,369 22.1
下水道事業 6,706,096 604,362 9.9
合計 91,712,917 9,304,997 11.3

年度末市債残高の推移
令和６年度決算額 482 億    200 万円
令和７年度見込額 497 億 2,600 万円
令和８年度見込額 510 億    100 万円

年度末基金残高の推移
令和６年度決算額 170 億 1,200 万円
令和７年度見込額 160 億 8,200 万円
令和８年度見込額 151 億 5,800 万円

※上記の市債・基金残高には特別会計、
公営企業会計を含みます。

（性質別）（目的別）

●市債・基金残高 ●会計別予算

令和 8 年度

当初予算が決まりました

投資的経費
（12.6％）

維持補修費（0.5％）
2億3,636万8千円

貸付金（0.3％）1億3,912万4千円

普通建設事業費（12.5％）　
61億8,292万円

災害復旧事業費（0.1％）
4，300万円

物件費（12.8％）
62億8,579万4千円

補助費等（10.7％）
52億5,787万2千円

繰出金（11.1％）
54億7,848万円

人件費（13.6％）
67億1,309万9千円
　

扶助費（27.7％）
136億1,693万3千円

公債費（6.1％）
30億494万8千円

予備費（0.1%）5,000万円
積立金（4.5％）
22億1,946万2千円

その他経費
（40.0％）

義務的経費
（47.4％）歳出

（性質別）

※数値は各項目ごとに四捨五入などの調整をしています。
※予算の詳細は、情報コーナー (市役所1 階 )や図書館、市ホームページなどで閲覧できます。

一 般 会 計  492億 2,800 万円
特 別 会 計   311億 4,603 万6千円
公営企業会計　 113 億 3,888 万1千円

総額 917億1,291万7千円

    歳出
総額492億2,800万円

一般会計

●市民１人（１世帯）あたりの一般会計予算●市民１人あたりの予算の使用用途
民生費 高齢者、児童の福祉のために 234,000 円

総務費 情報化や自治の推進のために 70,600 円

教育費 学校や公民館、図書館などに 70,100 円

土木費 道路や河川、公園の整備のために 35,500 円

衛生費 ごみの処理や病気の予防のために 34,900 円

公債費 借金の返済のために 31,100 円

消防費 消防活動や防災のために 20,600 円

その他 農林業などに 13,000 円

市民１人あたりの予算 509,800 円

市民１人あたりの借金 294,100 円

市民１人あたりの貯金 130,200 円

１世帯あたりの予算 1,035,800 円

令和７年12月末現在の人口と世帯数
人口：96,571 人　世帯数：47,525 世帯

市税（24.1％）
118億4，835万8千円

寄附金(2.0％)
10億円

繰入金(8.5%)
41億7,358万円

その他(2.1％)10億3，705万5千円

地方交付税
（18.8％）
92億4,200万円 国庫支出金（19.6％）

96億6,144万1千円

府支出金（8.5％）
41億9,266万7千円

その他（2.3％）
11億2,270万5千円

使用料及び手数料
(1.4％)
6億7,279万4千円

市債（7.2％）
35億5,130万円

歳入

自主財源
（38.1％）

依存財源
（61.9％）

地方消費税交付金（5.5％）
27億2,610万円

　
令
和
８
年
度
は
、一
般
会
計
と
特
別
会

計
、
公
営
企
業
会
計
を
あ
わ
せ
た
総
額

で
は
、
前
年
度
と
比
べ
て
11
・
３
％
の
増

加
、一
般
会
計
の
み
で
10
・
８
％
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
面
で
は
、
大
規
模

な
建
設
事
業
実
施
に
と
も
な
う
市
債
の

増
加
や
、
物
価
の
上
昇
を
踏
ま
え
た
地

方
消
費
税
交
付
金
な
ど
の
増
加
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
一
方
、
歳
出
面
で
は
、
新

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
や
南
花
台
中
央
公

園
の
整
備
に
よ
る
建
設
費
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　
今
年
度
も
限
ら
れ
た
財
源
の
範
囲
内

で
安
定
し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と

新
た
な
行
政
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、

「
改
善
」
や
「
再
構
築
」
を
表
す
「
リ
フ

ォ
ー
ム
」
と
「
持
続
可
能
」
を
意
味
す
る

「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」
を
合
わ
せ
た
「
リ
フ

ォ
ー
ム
＆
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」
の
考
え
の
も

と
、
令
和
７
年
度
の
機
構
改
革
に
よ
る

局
制
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
横
断
的
な

連
携
に
よ
り
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
進

展
な
ど
に
と
も
な
う
社
会
保
障
関
係
費

の
増
加
、
ま
た
、
物
価
高
騰
に
と
も
な

う
経
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
極
め
て

厳
し
い
財
政
環
境
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、

ま
ち
の
好
循
環
を
生
み
出
す
戦
略
的
な

施
策
を
推
進
し
、
最
大
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ

る
「
消
滅
可
能
性
自
治
体
か
ら
の
脱
却
」

の
実
現
に
向
け
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

�
財
政
課

●一般会計とその他の会計　一般会計とは、市
の予算の中心となる会計で、行政運営のための基
本的な経費が含まれます。一方、その他の会計は、
特定の事業の歳入歳出を一般会計と区別して処
理するための会計で、特別会計や公営企業会計
があります。
●市債　建設事業などの資金として、国や銀行
から借り入れるもの。
●基金　特定の目的のために財産を維持したり、
資金を積み立てたりするために設けるものです。
●地方交付税　全国の市町村が同じ水準の行政
を進められるよう、財政運営の均衡をとるために
国から交付されるお金です。
●国庫（府）支出金　国や府が、市などに対して
支出する使途を特定したお金で、補助金や交付
金などがあります。
●繰入金と繰出金　一般会計、その他の会計、
基金の間で相互に支出される経費で、他の会計か
らその会計に資金が移される場合が「繰入」、他
の会計に資金を移す場合を「繰出」といいます。

財政用語の解説     歳入
総額492億 2,800 万円

一般会計

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶

令和８年度に実施する主な事業・予算特集



1011 広報かわちながの 2026年（令和 8年）5月号 広報かわちながの 2026年（令和 8年）3月号

　
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
安
定

的
か
つ
一
層
の
施
策
推
進
を
図

る
た
め
、
次
の
通
り
組
織
機
構

の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
　

 

成
長
戦
略
局

　
成
長
戦
略
を
着
実
に
推
進
す

る
体
制
強
化
を
図
る
た
め
、
同

局
内
の
成
長
戦
略
部
を
左
記

２
部
に
分
割
し
ま
す
。
ま
た
、

室
は
廃
止
し
ま
す
。

●
ま
ち
創
造
戦
略
部

　
秘
書
企
画
課
、
ま
ち
デ
ザ
イ

ン
課
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
を

配
置
し
ま
す
。

●
活
力
創
造
戦
略
部

　
産
業
観
光
課
、
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
活
性
課
を
配
置
し
ま
す
。

●
ふ
る
さ
と
応
援
課
・
ふ
る
さ

と
応
援
グ
ル
ー
プ

　

事
業
者
の
挑
戦
を
応
援
し
、

寄
付
者
の
共
感
（
応
援
）
を
高

め
る
こ
と
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
推
進
を
図
る
た
め
、

課
・
グ
ル
ー
プ
の
名
称
を
変
更

し
ま
す
。

　
　
教
育
委
員
会

●
教
育
監
の
設
置

　
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
「
こ

ど
も
ま
ん
な
か
教
育
」
の
実
現

を
図
る
た
め
、
教
育
監
を
設
置

し
ま
す
。

●
学
校
教
育
課

　
段
階
的
に
小
学
校
へ
の
専
門

人
材
の
配
置
を
始
め
る
こ
と
か

ら
、
学
校
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

ル
ー
ム
準
備
グ
ル
ー
プ
の
名
称

を
「
学
校
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

（
学
校
作
業
療
法
）
グ
ル
ー
プ
」

に
変
更
し
ま
す
。

●
社
会
教
育
第
２
課

　
新
た
な
市
史
の
編
さ
ん
に
取

り
組
む
た
め
、「
市
史
編
さ
ん

グ
ル
ー
プ
」
を
新
設
し
ま
す
。

�
秘
書
企
画
課

ちょっと短く、もっと身近に

　市役所窓口受付時間（電話応対を含む）を下記のとおり変更します。
対象　市役所、保健センター、ゆめっく

　オンライン申請が手軽にできるよう、電子申請
ポータルサイトを開設します。また、窓口受付時
間の短縮にあわせて証明書などのコ
ンビニ交付手数料を値下げします。
�総務課

～市役所窓口受付時間を見直します～
●ちょっと短く

空き家×未来プロジェクト

●もっと身近に
窓口受付時間　午前９時～午後４時 30 分

組織機構の見直し

～まちの「宝もの」不動産市役所店～
　市では多くの空き家所有者が抱える ｢ どこに相談すればよい？ ｣、
｢ 手続きが分からない ｣ などの声や、転入者の ｢ 物件探しに苦労した ｣
との声に応え、地域の資産（= 宝もの）である空き家を流通させるこ
とで、新たな住民の転入につなげる取り組みを始めます。空き家問題
に特化した専門家や市登録の不動産事業者と
連携し、空き家所有者の不安や悩みに寄り
添い、空き家の流通をサポートすることで、
移住・定住促進を積極的に促進します。
�まちづくり推進課

補助金名 補助金申請の条件 申請期日

近居同居促進マイホーム取得補助 令和８年９月 30 日
新居の登録、住民票の変更手続きなどが

令和８年９月 30 日までに完了

令和９年３月 31 日

テレワーク移住支援補助 令和９年２月 26 日

▲ ３ 月 25 日、空 き 家 に ま
つわる問題の解決を目的に

「一般社団法人 大阪府不動
産コンサルティング協会」
および「NPO 法人大阪空き
家相談センター」と空き家
等の流通促進支援に関する
連携協定を締結しました。

⑤市に登録した「複数の不動
産事業者」から提案を受ける
ことができます。
⑥相談や個別の契約などにつ
いては、所有者と不動産事業
者の双方の責任で行ってくだ
さい。市は一切関与しません

移住・定住促進補助制度が終了
　空き家×未来プロジェクトによる転入促進の推進
により、下記補助金については、令和８年９月末を
もって終了します（補助申請は下表の申請期日まで
可。なお、予算に達した場合は申請期日以前でも申

請受付を修了します）。制度の利用を検討している
人は、早めのご相談・申請をご検討ください。
※制度の詳細や申請方法は右記 QR から。

空
き
家
等
所
有
者

登
録
不
動
産
事
業
者

①制度利用の
申し込みなどの提出 ②空き家情報の提供

市
役
所

制度利用の流れ

③取り扱い希望表明・提案④取り扱い希望事業者・
提案内容の報告

⑤事業者を選択し連絡

⑥相談

８月から開始

開始　８月３日㈪～

〔 〕

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶



●開放感溢れるコミュニ
ティホールを開設。図書
に囲まれながら、地域住
民が誰でも気軽に集える
場所になっています。ま
た、河内長野市立公民館
初のエレベーターが設置
され、高齢の人でも安心
して利用できます。

●公民館に集う市民がゲストティーチャーとし
て教育活動に参加しやすくなり、キャリア教育
などの教育内容の充実を図ることができます。
●公民館クラブや主催講座を通じて、掃除や
給食、休憩時間などの活動を大人と子どもが
一緒に行うことで、子どもたちの人間関係や
コミュニケーションを図る機会が広がります。
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子供の頃には買えなかった鉄道模型を、大人になってから

少しずつ増車して常設レイアウトを作りました。夜景がお

気に入りです。（ウッティー）

雪道を探検中、大きな氷を発見！突っつき

たいけど届かない…！お父さんに助けても

らいました。（とぅー）某歩こう会で偶然見つけた
山
さ ん

茱
し ゅ

萸
ゆ

を撮影（花追い人）
我が家の可愛い2人がこちらを見

ています笑 いつまでも元気でいて

ね♡（るるる）

市民が撮る身近なニュース写真

市民
投稿

市民のみなさんのちょっとしたニュースや、おうち
時間の過ごし方などをお気軽にご応募
ください。選考のうえ広報紙やホーム
ページ、市公式SNSなどに掲載します。
�シティプロモーション課

寺ケ池公園のミモザが満開に！たくさんのわん

ちゃんが朝から写真撮影されてたので、我が家

も参戦してきました！（くり家）

１
７
８
０ｇ
で
小
さ
く
産
ま
れ
た
娘
で
す
が
、2
か
月
経
っ
た
今

で
は
、
４
kg
を
超
え
て
、
毎
日
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
す
く
す
く
大
き
く
な
っ
て
ね
。（
ゆ
ず
ち
ゃ
ん
マ
マ
））

　加賀田公民館が加賀田小学校南棟 の１、２F に移転し、
複合化施設となりました。２F の渡り廊下を通じて、加
賀田小学校の児童と公民館利用者が行き来できるように
なります。新たな公民館クラブの活動や、地域団体の活動、
地域の子ども育成団体の事務所機能などを包含すること
が可能となり、子どもの学校外の学びや体験活動の場の
充実が期待されます。
�社会教育第１課（キックス内、☎54-0005）

大人と子どもの交流が活発に行われる、
新しい地域住民の集いの場

3月 23日にはオープニングセレモニーが開催。加賀田
小学校児童から歌と言葉のお祝いがありました。

　新公民館では、施設面の充実に加え、交流の場と
しての機能強化が大きな特徴です。特に新設される
コミュニティスペースは、図書室機能とくつろぎの
場を兼ね備え、飲食や会話も可能な「気軽に立ち寄
れる場所」として活用される予定です。利用者さん
からも設備の新しさや快適さへの期待の声が多く、
特にトイレの改善などは好評です。
　今後は小学校との連携をさらに深めていく考えで
す。現在も地域クラブが授業に関わる「ふれあい活
動」を実施していますが、渡り廊下でつながる立地
を活かし、より日常的な交流へと発展させていきた
いとしています。最終的には、特別な機会を設けな
くても自然に子どもと大人が関わる環境づくりを目
指しています。
　これまでの利用者層は高齢者中心でしたが、子ど
もや子育て世代にも利用してもらい、地域のつながり
を生み出す拠点としての役割を強化していきたです。

　新公民館の整備は約 5 年前から本格的に検討が始
まりました。関係者で協議を重ね、市民の意見も取
り入れながら少しずつ形にしてきた経緯があります。
　最大の特徴は、小学校との一体化です。空き教室
の活用により、子どもと地域住民が自然に関わる
ことができる新しい拠点となります。これまでの「公
民館は敷居が高い」というイメージを変え、学
校という入りやすい場所を通じて、より多くの
人が集まる場になることを期待しています。
　今後は、子どもと大人が日常的に交流でき
る環境づくりを重視し、クラブ活動や地域人
材が学校教育に関わる機会を広げるほか、不
登校の子どもが公民館をきっかけに社会とつ
ながるなど、新たな役割も視野に入れていま
す。地域の多様な人材と子どもたちをつなぐ

「橋渡し役」として、これまでにない公民館の
形を目指しています。

加賀田公民館　清水 館長

interview　インタビュー

加賀田公民館事務職員　山下 さん

加賀田小学校・公民館複合化
スタート

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶
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子
育
て

あ
い
っ
く
の
催
し

※
場
所
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

あ
い
っ
く
（
ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
北

館
内
）
で
開
催
し
ま
す
。

●
お
で
か
け
わ
く
わ
く
広
場

　
親
子
が
自
由
に
遊
べ
る
場
で
す
。

対
象　
未
就
学
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者

と
き
・
と
こ
ろ　
５
月
14
日
㈭
＝

汐
の
宮
公
園
、
29
日
㈮
＝
弁
天
山

広
場
（
寺
ケ
池
公
園
内
）
▽
時
間

は
午
前
10
時
30
分
～
正
午

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
雨
天
中
止
。

①
み
ん
な
で
ス
テ
ッ
プ
！！

　
運
動
や
製
作
な
ど
の
楽
し
い
活

動
を
通
し
て
、
就
園
前
に
集
団
で

過
ご
す
経
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
市
内
在
住
の
２
歳
以
上
の

未
就
園
の
子
ど
も
と
保
護
者

と
き　
５
月
19
日
㈫
午
前
10
時
～

11
時
45
分

定
員　
20
組
（
抽
選
）

②
親
子
で
ホ
ッ
プ
！

　
親
子
で
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
遊
具

遊
び
を
通
し
て
「
で
き
た
」
喜
び

を
実
感
し
「
も
っ
と
や
り
た
い
」

と
い
う
意
欲
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

対
象　
市
内
在
住
の
１
歳
６
か
月

か
ら
お
お
む
ね
２
歳
の
未
就
園
の

子
ど
も
と
保
護
者

と
き　
５
月
26
日
㈫
、
６
月
９
日

㈫
午
前
10
時
～
11
時
30
分
▽
２
回

シ
リ
ー
ズ

定
員　
12
組
（
抽
選
）

③
育
児
講
座
「
私
ら
し
い
子
育
て

～
こ
ど
も
も
あ
な
た
も
大
事
～
」

　
グ
ッ
ド
サ
イ
ク
ル
、
バ
ッ
ド
サ

イ
ク
ル
か
ら
学
ぼ
う
。

対
象　
市
内
在
住
の
１
歳
～
お
お

む
ね
３
歳
の
子
ど
も
の
保
護
者

と
き　
５
月
18
日
㈪
、
25
日
㈪
午

前
10
時
30
分
～
正
午
▽
２
回
シ
リ

ー
ズ　

定
員　
10
人
（
抽
選
▽
未
就
学
の

子
ど
も
の
保
育
あ
り
▽
定
員
８

人
）

④
親
子
の
絆
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
赤
ち
ゃ
ん
が
き
た
！
」

　
第
１
子
を
育
児
中
の
マ
マ
た
ち

が
集
ま
っ
て
、
育
児
の
話
や
情
報

交
換
、
仲
間
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ

う
。

対
象　
令
和
８
年
１
月
１
日
～
４

月
１
日
生
ま
れ
の
第
１
子
と
母
親

と
き　
６
月
１
日
㈪
・
８
日
㈪
、15

日
㈪
・
22
日
㈪
午
後
１
時
～
３
時

▽
４
回
シ
リ
ー
ズ　

⑤ 

育
児
講
座
「
こ
と
ば
を
は
ぐ
く

む
た
め
に
大
切
な
こ
と
」

　
話
す
準
備
を
育
て
よ
う
。

対
象　
市
内
在
住
の
未
就
学
の
子
ど

も
の
保
護
者

と
き　
５
月
28
日
㈭
午
前
10
時
15

分
～
11
時
15
分

定
員　
15
人(

抽
選
▽
未
就
学
の

子
ど
も
の
保
育
あ
り
▽
定
員
８
人)

①
～
⑤
の
申
込　
５
月
10
日
ま
で

に
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ま
た
は
電
話

で
左
記
へ

�
あ
い
っ
く
（
☎
50
・
４
６
６
４
）

ゆ
め
っ
く
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

子
ど
も
の
健
康
教
室
・
相
談

●
も
ぐ
も
ぐ
教
室

対
象　
市
内
在
住
で
生
後
５
か
月

前
後
の
子
ど
も
の
保
護
者

と
き　
５
月
26
日
㈫
、
６
月
24
日

㈬
午
後
１
時
15
分
～
２
時
15
分

内
容　
離
乳
食
（
生
後
５
～
８
か

月
ご
ろ
）
の
進
め
方
な
ど

定
員　
８
人
（
先
着
順
）

●
か
み
か
み
教
室

対
象　
市
内
在
住
で
生
後
９
か
月

前
後
の
子
ど
も
の
保
護
者

と
き　
５
月
29
日
㈮
午
後
１
時
15

分
～
２
時
15
分

内
容　
離
乳
食
（
生
後
９
～
18
か

月
ご
ろ
）
の
進
め
方
な
ど

定
員　
８
人（
先
着
順
）

申
込　
い
ず
れ
も
電
話

ま
た
は
下
記
Ｑ
Ｒ
で

�
ゆ
め
っ
く
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
、

☎
55
・
４
１
４
１
）

	

ぐ
る
ぐ
る
マ
ル
シ
ェ

　
市
で
は
、
ご
み
の
減
量
や
資
源

化
、
子
育
て
世
帯
の
支
援
に
つ
な

げ
る
た
め
に
、
子
ど
も
服
の
持
ち

込
み
回
収
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
子
ど
も
服
を
無
料
で
お
渡
し

す
る
「
ぐ
る
ぐ
る
マ
ル
シ
ェ
」
を

開
催
し
ま
す
。

※
持
ち
帰
り
用
の
袋
は
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

と
き　
５
月
30
日
㈯
午
前
11
時
～

午
後
２
時　

と
こ
ろ　
市
役
所

※
５
月
１
日
か
ら
入
場
に
必
要
な

整
理
券
の
申
込
を
開
始
し
ま
す
。

詳
細
は
Ｑ
Ｒ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

�
環
境
衛
生
課

こ
く
じ
ら
ひ
ろ
ば

　
０
～
２
歳
児
向
け
の
絵
本
（
約

３
０
０
冊
）
を
自
由
に
手
に
取
っ

て
楽
し
め
ま
す
（
貸
出
可
）。

と
き　
毎
週
金
曜
日
午
前
10
時
～

午
後
４
時

と
こ
ろ　
図
書
館

�
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

親
子
で
楽
し
む
絵
本
の
会

　
絵
本
や
手
遊
び
を
親
子
で
楽
し

む
講
座
で
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
０
歳
～
未
就

園
児
と
そ
の
保
護
者

と
き　
５
月
13
日
・
27
日
、
６
月

10
日
・
24
日
、
７
月
８
日
・
22
日

の
水
曜
日
▽
時
間
は
午
前
10
時
～

10
時
30
分

と
こ
ろ　
老
寿
や
す
ら
ぎ
千
代
田

公
民
館

定
員　
各
10
組
（
先
着
順
）

申
込　
電
話
か
左
記
Ｑ
Ｒ
で

�
老
寿
や
す
ら
ぎ

千
代
田
公
民
館　
　
　

（
☎
55
・
１
１
２
５
）

図
書
館
の
お
は
な
し
会

●
２
～
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者

と
き　
５
月
９
日
㈯
午
前
10
時
30

分
～
、
16
日
㈯
午
後
２
時
～
（
15

分
程
度
）

定
員　
各
５
組
（
先
着
順
）

●
４
歳
～
就
学
前
児
童
向
け

と
き　
５
月
９
日
㈯
午
前
11
時
～
、

16
日
㈯
午
後
２
時
30
分
～
（
30
分

程
度
）

定
員　
各
12
人
（
先
着
順
）

●
小
学
生
向
け

と
き　
５
月
２
日
㈯
・
23
日
㈯
午

前
11
時
～
・
30
日
㈯
午
後
２
時
～

（
い
ず
れ
も
30
分
程
度
）▽
23
日
は

保
護
者
も
入
場
可

英語絵本のワークショップ
●赤ちゃんからの英語絵本の読み聞かせ
　子どもが英語に親しむ方法として、英語
絵本の読み聞かせのコツを学び、実際に体
験します。
対象　未就学児とその保護者　　　　　　
とき　５月 24 日㈰午前 10 時 30 分～ 11
時 30 分
ところ　キックス
定員　５組（先着順）
申込　５月７日から右記ＱＲで
下記へ
�図書館（☎ 52-6933）

英語多読ひろば
　英語多読の始め方や、やさしい英語の本の
紹介などを行います。読みやすい本の紹介な
どを行います（内容は大人向け）。
対象　小学５年生以上
とき　５月 10 日㈰午後２時～３時
ところ　図書館
※当日直接会場へ。
�図書館（☎ 52-6933）

定
員　
各
12
人
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

マ
マ
パ
パ
教
室

対
象　
初
め
て
母
親
・
父
親
に
な

る
市
民

と
き　
５
月
23
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　
ゆ
め
っ
く

内
容　
助
産
師
が
伝
え
る
呼
吸
法

や
腰
痛
予
防
な
ど
の
ス
ト
レ
ッ

チ
・
リ
ラ
ッ
ク
ス
法

定
員　

 

20
人（
先
着
順
）

申
込　
電
話
か
下
記
Ｑ
Ｒ
で

�
ゆ
め
っ
く
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
、

☎
55
・
４
１
４
１
）

子
育
て
に
苦
し
さ
を
感
じ
て
い
る

親
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

●
Ｍ
Ｙ 

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ 

ペ
ア
レ
ン

ツ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
子
ど
も
に
暴
言
、
暴
力
、
無
視

を
繰
り
返
し
て
し
ま
う
。
子
育
て

が
つ
ら
い
。
体
罰
以
外
の
し
つ
け

と
方
法
が
わ
か
ら
な
い
。
自
分
を

変
え
て
安
心
な
家
庭
を
作
り
た
い
。

そ
ん
な
あ
な
た
を
大
切
に
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
参
加
者
の
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

と
き　
６
月
２
日
～
10
月
６
日
の

毎
週
火
曜
日（
８
月
４
日
・
11
日
・

18
日
、
９
月
22
日
除
く
）、
お
よ
び

12
月
22
日
㈫
、
３
月
16
日
㈫
▽
17

回
シ
リ
ー
ズ
▽
時
間
は
午
前
10
時

～
正
午

と
こ
ろ　
多
文
化
共
生
・
人
権
プ

ラ
ザ
（
富
田
林
市
）

定
員　
10
人
▽
保
育
あ
り
（
要
予

約
）

申
込　
５
月
７
日
か
ら
電
話
で
左

記
へ
▽
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

（w
akaichi@

luck.ocn.ne.jp

▽
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記

載
）
も
可

※
参
加
者
は
面
接
（
５
月
19
日
か

26
日
）
に
よ
り
決
定
。

�
（
一
社
）
富
田
林
市
人
権
協
議

会
（
☎
24
・
３
７
０
０
、
�
25
・

５
９
５
２
）

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶

※広告掲載の問い合わせは、広告代理店  ㈱シーエム大阪（☎ 0721-64-1713）へ。

※このほかにも福祉委員会・自治会主催の遊びの広場を各地域で開催して
います。詳細はあいっく ( ☎ 50-4664) へお問い合わせください。

★ 地域の子育て広場 ★
就学前の子どもと保護者が集まり、自由に遊んだり交流できる場所で
す。会場や時間、内容など詳細はお問い合わせください。

◉つどいの広場（当日直接会場へ）
場所 開催日

①ふぁんふぁーれ
　　三日市
☎ 63-7242

毎週火・木・金曜日と 5 月 11 日㈪・18 日㈪午
前 10 時～午後３時 30 分▷ 7 日㈭＝「ゆうみ
先生と音楽を楽しもう！」（午前 11 時 30 分～）、
15 日㈮＝「みんなでストレッチ体操！」（午前
11時～）

②ほのぼのルーム
　大矢船
☎ 62-3501

毎週月・水・木曜日午前10 時～午後３時▷ 5 月
13 日㈬＝「おはなし手遊びわくわくしよう」▷ 7
日㈭・18 日㈪＝「プレママ・パパ見学会＆あかち
ゃん優先 day」▷開催日は毎回マグネットシアター、
手遊びなども▷詳細はインスタグラムで

◉子育てわいわいルーム（当日直接会場へ）
場所 開催日 問い合わせ

三日市公民館 5 月 13 日㈬ ☎ 62-6155
老寿やすらぎ千代田公民館 5 月 15 日㈮ ☎ 55-1125

※時間は午前 10 時 30 分～正午▷駐車場には限りがあります。

催
し・講
座

高
齢
者

障
が
い
者

保
険
・
年
金

ス
ポ
ー
ツ

事
業
所

安
全
安
心

募
集

相
談

そ
の
他

お
知
ら
せ

教
育

暮
ら
し

子
育
て

人
権

税
金

健
康

就
労
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読
書
ノ
ー
ト
で
読
書
量
ア
ッ
プ

　
子
ど
も
た
ち
が
意
欲
を
持
っ
て

読
書
活
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
、市

が
独
自
に
作
成
し
た
ノ
ー
ト
で
す
。

●
昨
年
度
に
読
書
ノ
ー
ト
を
た
く

さ
ん
終
了
し
た
児
童
の
み
な
さ
ん

20
冊
＝
園そ

の

田だ

優ゆ
う

音と

さ
ん
（
石
仏
小

４
年)

、
18
冊
＝
吉よ

し

廻ざ
こ

佑ゆ
う

弥や

さ
ん

（
三
日
市
小
３
年)

、
13
冊
＝
西に

し

浦う
ら

栞し
お

莉り

さ
ん
（
三
日
市
小
５
年)

、
12

冊
＝
島し

ま

田だ

雛ひ
な

乃の

さ
ん
（
三
日
市
小

１
年
）、
田た

所ど
こ
ろ

知ち

紗さ

さ
ん
（
三
日

市
小
５
年)

、
和わ

田だ

陽ひ

依よ
り

さ
ん
（
加

賀
田
小
１
年
）、11
冊
＝
明あ

か

石し

莉り

奈な

さ
ん
（
楠
小
５
年
）、
髙こ

う

口ぐ
ち

蒼そ
う

真ま

さ

ん
（
三
日
市
小
２
年
）、
白し

ら

井い

果か

穂ほ

さ
ん
（
南
花
台
小
２
年
）、
10
冊
＝

赤あ
か

阪さ
か

瑠る

莉り

さ
ん（
三
日
市
小
１
年
）、

木き

本も
と

真ま

緒お

利り

さ
ん（
高
向
小
２
年
）、

三さ
ん

光こ
う

史ふ
み

華か

さ
ん（
三
日
市
小
２
年)

、

白し
ら

井い

茉ま

穂ほ

さ
ん（
南
花
台
小
１
年
）、

田た

中な
か

葵あ

桜お

さ
ん（
三
日
市
小
１
年
）、

村む
ら

上か
み

芽め

以い

さ
ん（
千
代
田
小
５
年
）、

籔や
ぶ

内う
ち

琴こ
と

心み

さ
ん（
三
日
市
小
４
年
）、

※
学
年
は
い
ず
れ
も
令
和
７
年
度
。

�
学
校
教
育
課

令
和
８
年
度
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進
補
助
金

　
脱
炭
素
型
の
都
市
構
造
の
形
成

と
、
効
率
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

の
促
進
を
目
的
と
し
て
、
補
助
金

の
申
請
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

●
個
人
住
宅
向
け

①
５
・
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
自

家
消
費
型
太
陽
光
発
電
設
備
（
上

限
55
万
円
）、
②
蓄
電
池
（
上
限
75

万
円
）、
③
高
効
率
給
湯
器
（
上
限

20
万
円
）、④
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ

ョ
ン
シ
ス
テ
ム
（
上
限
50
万
円
）、

⑤
電
気
自
動
車（
車
載
型
蓄
電
池
）

（
上
限
85
万
円
）、
⑥
充
放
電
設
備

（
上
限
１
５
０
万
円
）

※
③
④
は
太
陽
光
発
電
設
備
を
設

置
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
は
新
た

に
導
入
す
る
こ
と
が
要
件
で
す
。

※
②
⑤
は
①
と
の
併
用
が
、
⑥
は

①
⑤
と
の
併
用
が
要
件
で
す
。

●
民
間
事
業
者
な
ど
向
け

⑦
自
家
消
費
型
太
陽
光
発
電
設
備

（
自
己
所
有
プ
ラ
ン
▽
上
限
１
０
０

０
万
円
）、
⑧
自
家
消
費
型
太
陽
光

発
電
設
備（
Ｐ
Ｐ
Ａ
プ
ラ
ン
▽
上
限

１
０
０
０
万
円
）、
⑨
蓄
電
池
（
Ｐ

Ｐ
Ａ
プ
ラ
ン
▽
上
限
１
０
０
万
円
）

申
請
受
付　
５
月
11
日
か
ら

※
詳
細
は
下
記
Ｑ
Ｒ
、

ま
た
は
左
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
環
境
政
策
課

●
大
阪
府
・
大
阪
市
が
共
同
し
、太

陽
光
パ
ネ
ル
・
蓄
電
地
の
共
同
購

入
支
援
事
業
を
実
施

　
詳
細
は
下
記
Ｑ
Ｒ

で
ご
確
認
を
。

※
上
記
市
補
助
金
の

要
件
を
満
た
せ
ば
、併

用
が
可
能
で
す
。
併

用
す
る
場
合
は
、必
ず
事
前
に
共
同

購
入
支
援
制
度
の「
販
売
施
工
事
業

者
」へ
市
補
助
金
の
交
付
要
件
を
満

た
し
て
い
る
か
ご
確
認
く
だ
さ
い

（
共
同
購
入
支
援
事
業
は
市
補
助
金

と
は
別
の
制
度
で
す
）。

�
お
お
さ
か
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ

ー
セ
ン
タ
ー（
☎
06・６
２
１
０・９

２
５
４
）

下
水
道
の
維
持
管
理
業
者
が
変
更

　
４
月
１
日
よ
り
「
南
大
阪
広
域

下
水
道
サ
ー
ビ
ス
」
が
新
た
に
担

当
と
な
り
ま
し
た
。引
き
続
き
、事

故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
定
期
的

に
パ
ト
ロ
ー
ル
、
点
検
、
テ
レ
ビ

カ
メ
ラ
調
査
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

◎
下
水
道
の
つ
ま
り
・
故
障
な
ど

の
お
問
い
合
わ
せ
＝
南
大
阪
広
域

下
水
道
サ
ー
ビ
ス 

（
☎
53
・
６
５

０
３
）

※
下
水
道
管
や
道
路
上
の
マ
ン
ホ

ー
ル
な
ど
、
公
共
下
水
道
に
関
す

高
校
・
高
専
学
校
な
ど
の
学
生
に

奨
学
金
を
支
給

対
象　

経
済
的
理
由
の
た
め
高

校
・
高
等
専
門
学
校
な
ど
へ
の
就

学
に
影
響
の
あ
る
市
内
在
住
者

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
・
り
災
・
保

護
者
死
亡
な
ど
の
特
別
事
情
の
あ

る
世
帯
▽
生
活
保
護
世
帯
を
除

く
）

給
付
額　
１
年
生
＝
年
額
８
万
円
、

１
年
生
以
外
＝
４
万
円

申
込　
５
月
７
日
～
６
月
12
日
に
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
か
直
接
左
記
へ

※
申
込
方
法
な
ど
詳

細
は
下
記
Ｑ
Ｒ
か
ら

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�
教
育
総
務
課暮

ら
し

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の

ご
み
収
集
・
し
尿
汲
み
取
り

期
間　

４
月
29
日
㈷
～
５
月
６

日
㉁

●
ご
み
収
集
（
家
庭
・
事
業
所
）・

ふ
れ
あ
い
収
集

　
通
常
ど
お
り
に
収
集
し
ま
す
。

●
し
尿
汲
み
取
り

　
定
期
収
集
は
通
常
の
日
程
と
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
臨
時
の

汲
み
取
り
に
つ
い
て
、
土
日
祝
日

桜の苗木200本が寄贈
　害虫被害などにより伐採せざるを得ない
桜の木が急増しているなか、一般社団法人河
内長野市緑地管理組合から桜の苗木 200 本
を寄贈いただきました。この苗木は、市内の
公園などに植樹するほか、市民のみなさんの
結婚や出産、新築のお祝い、また転入特典と
して配布し、将来まちが多くの桜で彩られる
よう大切に活用します。

は
行
い
ま
せ
ん
。

�
環
境
衛
生
課

違
法
な
不
用
品
回
収
に
注
意

　
無
料
で
不
用
品
を
回
収
す
る
な

ど
派
手
に
宣
伝
し
て
い
る
業
者
の

多
く
は
、
違
法
業
者
の
可
能
性
が

あ
り
、
実
際
に
は
費
用
を
請
求
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、引

き
渡
し
た
不
用
品
が
不
法
投
棄
さ

れ
た
場
合
は
、
も
と
の
所
有
者
に

も
責
任
が
お
よ
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
住
ま
な
く
な
っ
た
家
の
片
付
け

な
ど
を
業
者
に
依
頼
す
る
場
合
、

そ
の
業
者
が
ご
み
の
運
搬
も
請
け

負
う
こ
と
は
違
法
で
す
。

�
環
境
衛
生
課

く
ら
し
の
総
合
相
談

　
日
常
生
活
の
中
で
起
こ
る
様
々

な
問
題
に
、
弁
護
士
や
税
理
士
な

ど
専
門
の
相
談
員
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。

と
き　
５
月
19
日
㈫
午
後
１
時
～

４
時
（
受
付
は
正
午
～
午
後
３
時

▽
先
着
順
）

と
こ
ろ　

三
日
市
市
民
ホ
ー
ル

（
フ
ォ
レ
ス
ト
三
日
市
内
）

内
容　
左
表
の
と
お
り

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
市
民
窓
口
課

る
ト
ラ
ブ
ル
も
こ
ち
ら
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

�
下
水
道
課			




外
出
困
難
者
に
マ
イ
ナ
カ
ー
ド

出
張
申
請
・
交
付
サ
ポ
ー
ト

　
病
気
や
身
体
障
が
い
な
ど
に
よ

り
外
出
で
き
な
い
事
情
が
あ
る
人

を
対
象
に
、
行
政
書
士
が
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請
や
交

付
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
訪
問
し
ま
す
。

と
き　
12
月
ま
で
毎
月
実
施
▽
予

約
制

申
込　
電
話
か
メ
ー
ル（shinsei@

osakagyoseisho
sh

i.or.jp 

▽
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
を
記

入
）
で
左
記
へ

※
出
張
日
に
は
本
人
確
認
書
類

（
顔
写
真
付
き
身
分
証
１
点
か
、保

険
証
や
年
金
手
帳
、
通
帳
な
ど
の

身
分
証
２
点
）
が
必
要
で
す
。

�
大
阪
府
行
政
書
士
会

（
☎
06
・
６
９
４
３
・
７
５
０
１
）

人　

権

５
月
１
日
～
７
日
は
憲
法
週
間

　
憲
法
に
は
「
国
民
主
権
」「
基
本

的
人
権
の
尊
重
」「
平
和
主
義
」
の

３
つ
の
原
則
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
基
本
的
人
権
の
大
切

さ
や
、
互
い
の
人
権
を
尊
重
す
る
事

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
憲
法
週
間
特
設
人
権
相
談
会

と
き　
５
月
12
日
㈫
午
前
10
時
～

午
後
1
時

と
こ
ろ　
市
役
所

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
人
権
推
進
課

６
月
1
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

　
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ

た
日
を
記
念
し
て
、
毎
年
６
月
１

日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
人
権
擁
護

委
員
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を

受
け
て
、
市
民
の
人
権
を
守
る
た

め
の
様
々
な
活
動
や
人
権
に
関
す

る
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　
本
市
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
次

の
10
人
で
す
。（
在
任
期
間
順
）

上う
え

野の

恭や
す

彦ひ
こ

さ
ん
、
黒く

ろ

田だ

良よ
し

子こ

さ
ん
、

安や
す

竹た
け

ま
き
さ
ん
、
谷た

に

川が
わ

多た

惠え

子こ

さ

ん
、
太ふ

と

尾お

淳じ
ゅ
ん

子こ

さ
ん
、
垣か

き

内う
ち

孝た
か

重し
げ

さ
ん
、
端は

山や
ま

宏ひ
ろ

生お

さ
ん
、
西に

し

野の

英ひ
で

紀き

さ
ん
、
近こ

ん

藤ど
う

啓け
い

子こ

さ
ん
、
洞ど

う

渕ぶ
ち

元も
と

秀ひ
で

さ
ん

●
人
権
擁
護
委
員
の
日
特
設
相
談
日

と
き　
６
月
１
日
㈪
午
前
10
時
～

午
後
１
時

と
こ
ろ　
市
役
所

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
人
権
推
進
課

教　

育

相談名 内　容

法律 土地・家屋・金銭の貸借や離婚、
相続などの法律関係

行政 行政に対する苦情や要望など

消費者
金融 多重・多額債務者の返済方法など

登記 土地・家屋などの不動産の登記全
般

税 譲渡や贈与、相続、住宅購入など
にかかる税全般

人権 人権問題全般

心配
ごと

日常生活の様々な心配ごとや悩み
など

警察 民事暴力・ストーカー対策などの
警察業務全般

民事
調停

土地建物・借入債務・交通事故な
どの「民事上のもめごと」につい
て調停で解決する手続き

 

個人向け事業者向け

催
し・講
座

高
齢
者

障
が
い
者

保
険
・
年
金

ス
ポ
ー
ツ

事
業
所

安
全
安
心

募
集

相
談

そ
の
他

お
知
ら
せ

教
育

暮
ら
し

子
育
て

人
権

税
金

健
康

就
労
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事
業
所

「
ワ
ー
ク
ワ
ク
ワ
ク
河
内
長
野
」

参
加
企
業
募
集

　

企
業
の
事
業
所
見
学
な
ど
を
通

し
て
、河
内
長
野
の
仕
事
の
ワ
ク
ワ

ク
を
直
接
「
見
て
」「
感
じ
て
」「
知

っ
て
」
も
ら
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
今
年

度
も
開
催
し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
を
通

じ
て
、将
来
の
就
職
先
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
や
、参
加
企
業
同
士
の
連

携
強
化
を
目
指
し
ま
す
。

●
企
業
向
け
に
説
明
会
を
開
催

　
実
際
に
参
加
し
て
い
る
事
業
者

の
声
と
と
も
に
、
具
体
的
な
取
り

組
み
や
そ
の
効
果
な
ど
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

と
き　
５
月
28
日
㈭
午
後
２
時
～

と
こ
ろ　
イ
ズ
ミ
ヤ
ゆ
い
テ
ラ
ス

※
詳
細
は
下
記
Ｑ
Ｒ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�
事
業
者
支
援
窓
口

（
☎
53
・
６
０
７
５
）

令
和
８
年
度

事
業
支
援
施
策
説
明
会

　
市
内
企
業
に
対
し
、
さ
ら
な
る

事
業
拡
大
の
後
押
し
と
な
る
、府
・

市
等
の
支
援
施
策
な
ど
の
最
新
情

報
を
発
信
す
る
た
め
、
補
助
金
な

ど
の
制
度
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　
市
内
中
小
企
業

と
き　
５
月
28
日
㈭
午
後
３
時
30

分
～
５
時

と
こ
ろ　
イ
ズ
ミ
ヤ

ゆ
い
テ
ラ
ス

申
込　
５
月
25
日
ま
で

に
電
話
か
左
上
記
Ｑ
Ｒ
で

�
産
業
観
光
課

経
済
セ
ン
サ
ス-

活
動
調
査
に

ご
協
力
を

　
６
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、令

和
８
年
経
済
セ
ン
サ
ス-

活
動
調

査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、

統
計
法
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
る

国
の
重
要
な
調
査
で
、
国
内
の
産

業
構
造
や
事
業
活
動
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
調
査
対
象
は
、工
場
、商
店
、会

社
な
ど
す
べ
て
の
事
業
所
で
す
。５

月
中
旬
以
降
、
調
査
員
が
調
査
書

類
の
記
入
の
お
願
い
に
伺
い
ま
す

の
で
、
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
回
答
情
報
が
法
律
で
認
め
ら
れ

た
場
合
以
外
に
利
用
さ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

�
総
務
課

安
全
安
心

じ
こ
ヘ
ル
さ
ぽ
ー
と
対
象
者
拡
大

●
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費
用

を
補
助
し
ま
す

　

自
転
車
乗
車
時
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
着
用
は
努
力
義
務
で
す
。市
で
は
、

以
前
か
ら
児
童
・
生
徒
や
高
齢
者
を

対
象
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費
用
の

補
助
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
令
和

8
年
4
月
1
日
よ
り
す
べ
て
の
市

民
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

助
成
対
象　
令
和
8
年
4
月
1
日

以
降
に
新
品
で
購
入
し
、
購
入
日

か
ら
1
年
以
内
で
安
全
基
準
に
適

合
し
て
い
る
も
の

補
助
額　
購
入
金
額
の
２
分
の
１
に

相
当
す
る
額
（
上
限
２
０
０
０
円
）

※
そ
の
他
の
対
象
条
件
や
申
請
手

続
な
ど
の
詳
細
は
下
記

Ｑ
Ｒ
か
ら
。

�
都
市
企
画
課

運
転
免
許
証
自
主
返
納
を
支
援

●
４
月
１
日
か
ら
対
象
者
拡
大

（
年
齢
制
限
な
し
）

　
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

対
象　
次
の
①
～
③
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
人

①
令
和
８
年
４
月
１
日
以
降
に
す

べ
て
の
運
転
免
許
証
を
有
効
期
限

内
に
自
主
返
納
し
た
人
（
❶
）、
ま

た
は
令
和
８
年
４
月
１
日
以
降
に

自
ら
の
意
思
で
運
転
免
許
を
更
新

せ
ず
免
許
を
失
効
し
た
人
（
❷
）

※
❶
❷
と
も
に
令
和
２
年
４
月
１

日
～
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で
に

免
許
証
を
返
納
も
し
く
は
失
効
し

た
人
（
返
納
時
75
歳
以
上
）
を
含
む
。

②
自
主
返
納
日
（
失
効
日
）
お
よ

び
支
援
の
申
請
日
に
お
い
て
市
民

で
あ
る
こ
と

③
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

支
援
内
容　
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
で

利
用
で
き
る
支
援
券
（
６
０
０
０

円
相
当
分
）

申
込　
令
和
９
年
２
月
26
日
ま
で

に
申
請
に
必
要
な
書
類
を
持
っ
て

都
市
企
画
課
へ
▽
郵
送
可

必
要
な
書
類　
❶
＝
申
請
に
よ
る

運
転
免
許
の
取
消
通
知
書
（
警
察

署
な
ど
で
発
行
）
お
よ
び
返
納
し

た
運
転
免
許
証
の
コ
ピ
ー
な
ど

❷
＝
運
転
経
歴
証
明
書
お
よ
び
免

許
の
失
効
日
が
確
認
で
き
る
書
類

（
失
効
し
た
運
転
免
許
証
の
コ
ピ

ー
な
ど
）

※
運
転
経
歴
証
明
書
は
、
警
察
署

で
申
請
手
続
き
の
上
、
手
数
料
が

 

　３月 12 日にヤマト運輸株式会社南大阪主
管支店と、「災害時における物資の受入およ
び配送等に関する協定」を締結しました。大
規模災害時に、災害物資の受入から配送まで
の一連の業務に対して、人員・機材が提供さ
れることから、避難所運営の効率化が期待さ
れます。

災害時の物資の受入・配送について

必
要
で
す
。

※
支
援
券
の
有
効
期
限
は
年
度
末

ま
で
▽
支
援
は
１
人
１
回
限
り
▽

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

�
都
市
企
画
課

新
設

屋
内
地
震
対
策
事
業
補
助
金

　
大
き
な
地
震
が
発
生
す
る
と
、

家
具
の
転
倒
に
よ
る
け
が
や
、
通

電
火
災
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
被
害
を
防
ぐ

た
め
に
は
、
家
具
転
倒
防
止
器
具

や
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
な
ど
、

日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
が
重
要
で
す
。

　
市
で
は
、
特
に
高
齢
者
世
帯
な

ど
の
地
震
対
策
を
進
め
る
た
め
、

家
具
転
倒
防
止
器
具
や
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
の
購
入
・
設
置
費
用

の
一
部
を
補
助
す
る
「
屋
内
地

震
対
策
事
業
補
助
金
制
度
」
を

新
設
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ご

家
庭
の
防
災
対
策
を
見
直
し
ま

し
ょ
う
。

●
器
具
設
置
事
業
者
を
募
集

　
本
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、

家
具
転
倒
防
止
器
具
や
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
の
設
置
に
対
応
で
き

る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

※
募
集
内
容
や
応
募
方
法
な
ど

の
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

�
危
機
管
理
課

定
期
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

と
き　
①
６
月
17
日
㈬
、
②
７
月

11
日
㈯
▽
時
間
は
午
後
１
時
30
分

～
４
時
30
分

と
こ
ろ　
①
富
田
林
消
防
署
、
②

羽
曳
野
市
立
綾
南
の
森
公
民
館

定
員　
①
20
人
、
②
30
人

申
込　
①
は
５
月
15
日
か
ら
、
②

は
６
月
11
日
か
ら
電
話
で
左
記
へ

※
対
象
な
ど
詳
細
は
下

記
Ｑ
Ｒ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

�
大
阪
南
消
防
局
救
急
課

（
☎
０
７
２
・
９
５
８
・
９
９
３
２
）

J
ア
ラ
ー
ト
情
報
伝
達
訓
練

　
災
害
時
や
地
震
、
緊
急
事
態
時

に
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
J

ア
ラ
ー
ト
）
か
ら
送
ら
れ
て
く
る

緊
急
情
報
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に

伝
え
る
た
め
、
市
内
47
か
所
の
防

災
行
政
無
線
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る

情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

と
き　
６
月
３
日
㈬
午
前
11
時

●
無
線
で
の
放
送
内
容
が
聞
き
取

り
に
く
い
場
合
は

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
公
式
Ｓ

Ｎ
Ｓ
、
災
害
テ
レ
ホ
ン
案
内
（
☎

０
１
２
０
・
０
４
７
・
７
１
４
）

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
危
機
管
理
課

　令和７年中の犯罪の発生件数（刑法
犯認知件数）は、令和６年を大きく上
回る結果となりました。なかでも特殊
詐欺や SNS 型投資・ロマンス詐欺が
大幅に増加したことが、犯罪の発生件
数を増加させた大きな要因となってい
ます。令和７年中の犯罪の発生件数、
特殊詐欺や SNS 型投資・ロマンス詐
欺の発生件数等は、次のとおりです。
●刑法犯認知件数　
489 件（前年比＋ 94 件）
●特殊詐欺
認知件数　68 件（前年比＋ 36 件）
被害金額　約２億円（前年比＋約
１億７000 万円）
●ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺　
認知件数 54 件（前年比＋ 39 件）
被害金額　約４億８000 万円（前年
比＋約３億７000 万円）
　今年に入っても詐欺被害は増加傾
向にあります。見覚えのない電話に
は出ないことや、電話や SNS でお金
に関する話（お金が受け取れる、必
ず投資で儲かるなど）の場合は、詐
欺の可能性がありますので、被害に
遭わないように注意してください。
�危機管理課

　今年のテーマは「見える情報 見えない仕組み～ AI
時代の消費者力を高めるために～」。期間中、デジタ
ル技術の利活用や情報提供の仕組みに関する基本的な
知識を得て、消費者力を高めましょう。
●消費者月間講演会
　「広告に潜む“誘導”のしくみ～ダークパ
ターンを知ろう～」
　広告は身近な情報源ですが、意図しない行動に誘導
される恐れがあります。事例を基に、信頼できるもの
を選び出す力を身につけましょう。
とき　５月 29 日㈮午後２時～４時
ところ　ノバティホール（ノバティながの南館内）
定員　40 人（先着順）
申込　５月７日から電話で下記へ
�かわちながの消費者協会

（消費生活センター内、☎ 56-2360）
※キックスでは、消費者月間に係る展示を５月 12 日

～ 28 日まで実施しています。
●詐欺の手口は年々進化
　詐欺などの手口は、年々悪質・巧妙化し、被害は後
を絶ちません。被害にあわないため、常に情報収集し
よく考えて行動しましょう。河内長野市消費生活セ
ンターや独立行政法人国民生活センターの
ホームページには役立つ情報が満載です。
◎河内長野市消費生活センター（☎ 56-
0700）▷右上記 QR 参照
◎独立行政法人国民生活センター▷右記 QR 参照
●困ったとき、不安になったとき、まずは相談
◎消費者ホットライン（☎ 188）
◎警察相談専用電話（☎＃ 9110）
●出前講座
　自治会など 10 人以上の団体に出前講座も行ってい
ますので、下記にご相談ください
�消費生活センター（☎ 56-2360）

５月は消費者月間です

令和７年中
市内の犯罪発生件数

催
し・講
座

高
齢
者

障
が
い
者

保
険
・
年
金

ス
ポ
ー
ツ

事
業
所

安
全
安
心

募
集

相
談

そ
の
他

お
知
ら
せ

教
育

暮
ら
し

子
育
て

人
権

税
金

健
康

就
労
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リユースを実現するプロジェクト
大阪・関西万博で使用された机・イスが河内長野に

万博の資源、テーマを受け継ぐかたち
で、大阪・関西万博の大阪ヘルス
ケアパビリオン内で使用され

た机とイスの一部が市民交流センター
のエントランスホールと図書館 1 階に
設置されました。これらは、令和 9 年
に南花台中央公園に引き継がれます。そ
れまでの間にぜひご利用ください。

3
6

春らしい陽気の中、満開の桜に見守られながら
市内の小中学校で入学式が行われました。今年
入学したのは小学生585 人、中学生592人です。

取材に訪れた石仏小学校では、校長先生から新１年生へ向
けて「あいさつをして、友だちをたくさん作って楽しんで
ください」とメッセージが送られ、新入生は緊張した面持
ちの中、あいさつの練習をしたり、担任の先生から名前を
呼ばれると元気に返事をしていました。

友だちたくさんできるかな
小学校で入学式

4
6

市内サンプラザ各店舗で回収された廃食油が、
持続可能な航空燃料「S

サ フ

AF」に生まれ変わる取り
組みのキックオフイベントがフォレスト三日市

で開催されました。当日は、廃食油回収ボトルの無料配
布や、日本航空株式会社によるキッズ向け制服着用ブー
ス、もったいない市、脱炭素などの展示などがあり、来
場者が楽しみながら学びました。来場者は、捨てていた油
が役に立つのであればうれしいです」と話していました。

キッチン油が飛行機燃料へ
食用油で飛行機飛ばそう

3
21

本市をホームタウンとするスペランツァ大阪を
応援しようと、3 月 20 日、Ｊグリーン堺で河
内長野市民デーが開催されました。この日は、

高
た か

木
ぎ

琳
り ん

選手の先制ゴールなどで見事勝利し、開幕 2 連勝
を飾りました。来場した親子は「丸

ま る

形
が た

梨
り

恵
え

選手（右写真）
のひたむきに走る姿に元気をもらいました」と喜びの歓
声を上げていました。来季は、南花台で建設中の新スタ
ジアムで公式試合を行う予定です。

まちの歓声が希望のゴールへ
スペランツァ大阪市民デー

3
20

居合をスポーツに活かす
居
い

合
あい

に学ぶスウィング法則
三日市公民館で、居合の講座が開催されま
した。初めに師範を持つ講師が居合の演武
を披露し、居合とスポーツやストレッチの

関わりについて説明があり、その後素振りを体験し
芯の捉え方を学びました。参加者は鋭い演武に感嘆
するとともに「日ごろのテニスでも居合の力の使い
方を意識してみたいです」と話し、早く実践したい
様子でした。

3
15

KAWA
CHINAGANO CITY
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高
齢
者

も
の
忘
れ
相
談
会

　
相
談
の
ほ
か
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で

脳
の
認
知
機
能
測
定
も
行
い
ま
す
。

と
き　
５
月
27
日
㈬
午
後
２
時
～

４
時（
相
談
は
1
人
1
時
間
程
度
）

と
こ
ろ　
市
役
所

申
込　
５
月
20
日
ま
で
に
電
話
で

左
記
へ

�
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
・
０
１
８
０
）

し
ょ
う
ぶ
湯

対
象　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の

人
、
障
が
い
者
手
帳
所
持
者
、
ひ

と
り
親
家
庭
の
親
子
▽
初
め
て
利

用
す
る
人
は
利
用
証
を
発
行
の
た

め
、
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
書
類

の
持
参
が
必
要

と
き　
５
月
14
日
㈭
午
前
11
時
～

午
後
４
時

と
こ
ろ　
キ
タ
バ
錦
渓
苑
、
く
す

の
か
ホ
ー
ル
、
あ
や
た
ホ
ー
ル

入
浴
料　
１
０
０
円

※
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
左
記
へ
電
話
を
し
て
く
だ

さ
い
。

�
キ
タ
バ
錦
渓
苑
（
☎
65
・
０
１

２
３
）、
く
す
の
か
ホ
ー
ル
（
☎

62
・
７
７
９
９
）、
あ
や
た
ホ
ー
ル

（
☎
54
・
０
７
７
３
）

介
護
予
防
こ
も
れ
び
倶
楽
部

●
手
作
り
コ
ッ
ト
ン
・
バ
ケ
ッ
ト

　
フ
タ
つ
き
の
卓
上
ケ
ー
ス
を
作

り
ま
し
ょ
う
。

対
象　
65
歳
以
上
の
市
民

と
き　
５
月
22
日
㈮
午
後
１
時
30

分
～
３
時

と
こ
ろ　
中
部
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
３
０
０
円

申
込　
５
月
12
日
か
ら
電
話
で
左

記
へ

�
中
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
３
４
５
１
）

高
齢
者
の
外
出
支
援

「
お
で
か
け
チ
ケ
ッ
ト
」
を
発
送

　
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券

「
お
で
か
け
チ
ケ
ッ
ト
」を
5
月
下

旬
に
郵
送
し
ま
す
。

対
象　
65
歳
以
上
（
昭
和
37
年
４

月
１
日
以
前
生
ま
れ
か
つ
、令
和
8

年
4
月
20
日
時
点
で
本
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
）

内
容　
「
タ
ク
シ
ー
お
で
か
け
チ
ケ

ッ
ト
」
６
０
０
円
券
×
４
枚

※
１
乗
車
に
つ
き
、１
人
２
枚（
１

２
０
０
円
）
ま
で
利
用
可
能
。

使
用
期
限　
令
和
９
年
２
月
28
日

�
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

障
が
い
者

ペ
ア
レ
ン
ト
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

説
明
会

　
講
師
や
体
験
談
か
ら
、
ペ
ア
レ

ン
ト
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
ど
の
よ

う
な
効
果
が
あ
り
、
楽
し
い
子
育

て
に
つ
な
が
る
の
か
を
知
り
ま
し

ょ
う
。

対
象　
発
達
の
こ
と
な
ど
子
育
て

に
悩
み
の
あ
る
市
内
在
住
・
在
勤

の
保
護
者
、
支
援
者
（
教
育
関
係
、

市
内
の
事
業
所
な
ど
）

と
き　
５
月
29
日
㈮
午
前
10
時
～

11
時
30
分

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

定
員　
20
人
（
抽
選
）

申
込　
５
月
22
日
ま
で
に
左
記
へ

�
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
キ
タ

バ
あ
か
み
ね
（
☎
56
・
１
５
９
０
、

�
56
・
１
５
９
２
）

手
話
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

　

市
の
手
話
通
訳
者
登
録
を
目
指

し
て
技
術
向
上
を
図
り
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

で
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
基
礎
課

程
を
修
了
し
た
人
、ま
た
は
手
話
検

定
３
級
以
上
の
手
話
力
の
あ
る
人

と
き　
６
月
15
日
～
11
月
16
日
の

月
曜
日
の
う
ち
10
回
▽
い
ず
れ
も

午
後
６
時
～
８
時

と
こ
ろ　
市
役
所

定
員　
20
人
（
抽
選
）

※
教
材
費
が
必
要
。

申
込　
５
月
15
日
ま
で
に
基
礎
課

程
修
了
証
書
な
ど
の
写
し
と
所
定

の
申
込
書
を
左
記
へ

�
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
第
２
課

支え合いの
現場から
TEL 65 -0133
社会福祉協議会内

 [コラム]  
　
去
る
２
月
28
日
、「
地
域
さ

さ
え
あ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

開
催
し
、
こ
の
春
か
ら
新
た

に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
地
域
福

祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動
計

画
」
を
お
披
露
目
し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
が
目
指
す
の
は
、

誰
か
が
困
っ
て
い
て
も
「
ほ

っ
と
か
へ
ん
。」、
自
分
が
困

っ
て
い
て
も
「
ほ
っ
と
か
れ

へ
ん
。」
地
域
社
会
で
す
。
今

後
５
年
間
、
住
民
の
み
な
さ

ん
と
行
政
な
ど
が
同
じ
思
い

を
共
有
し
、
一
緒
に
取
り
組

み
を
進
め
る
た
め
に
定
め
た

計
画
で
す
。
よ
り
多
く
の
方

に
手
に
取
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

市
内
在
住
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ

ー
・
綱
本
さ
ん
に
も
計
画
策
定
の

チ
ー
ム
に
参
画
い
た
だ
き
、温
か

み
の
あ
る
絵
本
調
で
親
し
み
や
す

い
計
画
本
編
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

　
計
画
の
中
に
は
、
13
小
学
校

区
ご
と
の
「
地
域
福
祉
活
動
目

標
」
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

各
小
学
校
区
で
開
催
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
参
加
者
が
話

し
合
い
考
え
た
も
の
で
す
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
各
地
域

の
代
表
者
か
ら
、
こ
れ
か
ら
５

年
間
の
活
動
目
標
、
各
地
域
の

実
情
、
地
域
の
強
み
や
独
自
の

活
動
な
ど
の
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。
参
加
者
の
み
な
さ
ん
も
う

な
ず
き
な
が
ら
熱
心
に
聞
き
入

る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　
さ
ら
に
、
計
画
づ
く
り
に
携

わ
っ
て
い
た
だ
い
た
大
阪
千
代

田
短
期
大
学
の
本
田
先
生
、
大

阪
大
谷
大
学
の
船
本
先
生
か
ら

の
コ
メ
ン
ト
や
、
武
庫
川
女
子

大
学
の
松
端
先
生
に
よ
る
講
話

も
あ
り
、
地
域
の
つ
な
が
り
を

深
め
る
た
め
の
さ
ら
な
る
ヒ
ン
ト

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
後
に
は
、

「
あ
の
地
域
の
取
り
組
み
が
よ
か

っ
た
」「
自
分
た
ち
も
こ
れ
を
真

似
し
た
い
」
と
い
っ
た
声
も
あ

り
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
活
動
へ

の
期
待
が
膨
ら
み
ま
し
た
。

　
各
地
域
で
の
さ
さ
え
あ
い
活

動
や
、
新
た
な
活
動
の
立
ち
上

げ
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
す
べ
て
の

人
が
つ
な
が
り
、
支
え
合
い
な

が
ら
笑
顔
で
暮
ら
す
、
そ
ん
な

河
内
長
野
市
を
一
緒
に
つ
く
っ

て
い
き
ま
せ
ん
か
？

　
計
画
の
本
編
・
資
料
編
は
左

記
Ｑ
Ｒ
か
ら
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

誰
も
「
ほ
っ
と
か

へ
ん
。」
河
内
長

野
を
め
ざ
し
て

 

西高野街道沿いに休憩所がオープン
　西高野街道は堺から高野山をつなぐ街道で、中高
野街道との合流地点付近に休憩所がオープンしまし
た。西高野街道の歴史や地域の自然を感じながら、
ウォーキングやサイクリングの際にリフレッシュでき
る憩いの場として、ぜひご活用ください。

税　

金

固
定
資
産
税
通
知
書
を
発
送

　
令
和
８
年
１
月
１
日
現
在
で
市

内
に
土
地
や
家
屋
、
償
却
資
産
を

所
有
し
て
い
る
人
に
、
令
和
８
年

度
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
納

税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。

納
期
限　
第
１
期
＝
６
月
１
日
㈪
、

第
２
期
＝
７
月
31
日
㈮
、
第
３
期

＝
９
月
30
日
㈬
、
第
４
期
＝
令
和

９
年
１
月
４
日
㈪

●
固
定
資
産
税
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ　
令
和
４
年
９
月
に
住
宅
を
新

築
し
ま
し
た
。
今
回
送
ら
れ
て
き

た
納
税
通
知
書
を
見
る
と
、
税
額

が
急
に
高
く
な
っ
て
い
る
の
は
ど

う
し
て
で
す
か
。

Ａ　
新
築
住
宅
は
、
固
定
資
産
税

の
減
額
期
間
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

新
た
に
課
税
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

年
度
か
ら
３
年
度
分
に
限
り
、
税

額
が
２
分
の
１
に
減
額
さ
れ
ま
す

（
要
件
あ
り
）。
こ
の
場
合
は
、
令
和

５
～
７
年
度
分
に
つ
い
て
こ
の
減
額

措
置
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
な

お
、
３
階
建
以
上
の
中
高
層
耐
火

住
宅
な
ど
は
、同
様
の
措
置
が
５
年

度
分
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、都
市
計

画
税
は
減
額
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

�
税
務
課

●初心者歓迎、ペアでコースをまわろう
とき　５月９日㈯午前９時 30分～正午
ところ　下里運動公園
定員　15 組（抽選▷一人での参加も可）
参加費　１人 250円
※雨天時はキタバあかみねでボッチャ大
会を開催。
申込　5月 8日までに下記へ
�障がい者福祉センターキタバあかみね

（☎56-1590、� 56-1592）

春季
ペアグラウンドゴルフ大会

催
し・講
座

高
齢
者

障
が
い
者

保
険
・
年
金

ス
ポ
ー
ツ

事
業
所

安
全
安
心

募
集

相
談

そ
の
他

お
知
ら
せ

教
育

暮
ら
し

子
育
て

人
権

税
金

健
康

就
労
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軽
自
動
車
税
の
納
付
は

６
月
１
日
ま
で
に

　
令
和
８
年
度
軽
自
動
車
税
は
、

令
和
８
年
４
月
１
日
現
在
、
本
市

で
軽
自
動
車
な
ど
を
所
有
す
る
人

に
課
税
さ
れ
ま
す
。
５
月
上
旬
に

納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

６
月
１
日
の
納
期
限
ま
で
に
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

※
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
4

月
1
日
か
ら
軽
自
動
車
税
（
種
別

割
）
は
、
軽
自
動
車
税
に
名
称
が

変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
（
車

検
用
）
は
大
切
に

　
軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は
、

右
端
部
分
が
軽
自
動
車
税
納
税
証

明
書
（
車
検
用
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。
車
検
を
受
け
た
後
、
車
検
証

の
返
付
を
受
け
る
際
に
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
車
検
証
と
と
も
に

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
車
検
時
の
軽
自
動
車
税
納
税
証

明
書
の
提
示
に
つ
い
て

　
車
検
を
受
け
る
軽
自
動
車
検
査

協
会
ま
た
は
運
輸
局
で
、
電
子
的

に
納
税
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
紙
の
納
税
証
明
書
は
原

則
不
要
で
す
。

※
紙
の
車
検
用
納
税
証
明
書
の
提

示
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
次
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
納
付
し
た
ば
か
り
の
た
め
、
電

子
的
に
納
税
確
認
が
で
き
な
い
場

合
、
納
税
確
認
に
納
付
後
2
週
間

程
度
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
車
検
を
お
急
ぎ
の
場
合
は
、
金

融
機
関
の
窓
口
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

で
納
付
し
、
納
税
通
知
書
の
右
側

部
分
の
納
税
証
明
書
を
ご
利
用
く

だ
さ
い（
電
子
決
済
の
場
合
は
、ご

利
用
で
き
ま
せ
ん
）。

・
納
税
通
知
書
の
右
側
部
分
の
納

税
証
明
書
が
「
＊
＊
＊
＊
＊
」
表

示
の
場
合
は
、
納
税
証
明
書
と
し

て
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
税

務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
車
検
証
の
登
録
内
容
を
変
更
し

た
直
後
の
場
合

と
も
で
き
ま
す
の
で
、
必
要
書
類

な
ど
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
電
子

証
明
書
付
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
お
持
ち
の
人
は
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
の
発
行
（
６
月
６

日
～
）
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

電
子
申
請
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

収
入
が
な
く
市
・
府
民
税
未
申
告

の
場
合
な
ど
発
行
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
税
務
課

健　

康

が
ん
患
者
等
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ

購
入
費
用
助
成
の
対
象
者
を
拡
大

　
令
和
８
年
度
か
ら
、
18
歳
に
な

る
年
度
末
（
高
校
3
年
生
相
当
）

ま
で
の
人
を
対
象
に
、
が
ん
以
外

の
病
気
や
け
が
に
よ
る
脱
毛
に
対

処
す
る
た
め
の
ウ
ィ
ッ
グ
購
入
費

用
も
助
成
の
対
象
に
加
わ
り
ま
し

た
。
治
療
と
就
学
の
両
立
や
療
養

生
活
の
質
の
向
上
を
支
援
し
ま
す
。

●
助
成
費
用
の
上
限
額
を
増
額

　
が
ん
患
者
な
ど
医
療
用
ウ
ィ
ッ

グ
と
乳
房
補
正
具
購
入
費
の
助
成

上
限
額
を
1
万
円
か
ら
2
万
円
に

増
額
し
ま
し
た
。

※
詳
細
は
下
記
Ｑ
Ｒ
か

ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー

　
喫
煙
は
喫
煙
者
本
人
だ
け
で
な

く
、
周
囲
の
人
へ
も
影
響
を
お
よ

ぼ
し
ま
す
。
無
料
の
禁
煙
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

対
象　
た
ば
こ
を
や
め
た
い
市
民

と
き　
５
月
25
日
㈪
午
前
９
時
30

分
～
10
時
30
分

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込　

電
話
で
左

記
へ

�
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

妊
婦
の
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種

●
４
月
１
日
よ
り
公
費
で
の
無
料

接
種
を
開
始

　
乳
幼
児
が
感
染
す
る
と
重
症
化

す
る
可
能
性
の
あ
る
、
Ｒ
Ｓ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
予
防
接
種
が
４
月

1
日
よ
り
定
期
接
種
と
な
り
、
公

費
で
接
種
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

※
詳
細
は
下
記
Ｑ
Ｒ
か

ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

対
象　
妊
娠
28
週
0
日
目
～
36
週

◎
対
象
車
両
に
過
去
の
未
納
が
あ

る
場
合

●
軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
は
６

月
１
日
ま
で
に

　
軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
期
限

は
６
月
１
日
で
す
。
対
象
と
な
る

車
両
は
、
身
体
ま
た
は
精
神
に
一

定
の
障
が
い
が
あ
り
、
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
が
所
有
・
運

転
し
て
い
る
車
両
な
ど
で
す
。
手

続
き
方
法
な
ど
詳
細
は
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
車
両
の
乗
り
換
え
が
あ
っ
た
場

合
も
新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。

�
税
務
課

自
動
車
税
の
納
期
限

　
自
動
車
税
の
納
期
限
は
６
月
１

日
で
す
。
納
税
通
知
書
に
記
載
の

金
融
機
関
や
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
決
済
ア
プ
リ
、
地
方
税
お
支
払

サ
イ
ト
な
ど
で
納
期
限
ま
で
に
お

納
め
く
だ
さ
い
。

問
府
自
動
車
税
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
７
０
・
０
２
０
・
１
５
６
）

課
税
・
非
課
税
証
明
書
の
発
行
は

６
月
５
日
か
ら
開
始

　
令
和
８
年
度
課
税
・
非
課
税
証

明
書
の
発
行
を
６
月
５
日
か
ら
開

始
し
ま
す
。
郵
送
で
請
求
す
る
こ

6
日
目
ま
で
の
人

�
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

健
康
づ
く
り
講
座

●
歩
き
方
測
定
会

　
歩
き
方
測
定
や
ロ
コ
モ
度
チ
ェ

ッ
ク
を
行
い
、
健
康
運
動
指
導
士

が
ロ
コ
モ
予
防
の
方
法
に
つ
い
て

お
伝
え
し
ま
す
。

対
象　
18
歳
以
上
の
市
民

と
き　
５
月
15
日
㈮
午
前
10
時
～
、

11
時
～
、
午
後
１
時
30
分
～
、
２

時
30
分
～　

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員　
各
10
人
（
先
着
順
）

●
歯
と
口
の
未
来
を
守
る

　
歯
と
口
の
健
康
を
守
る
た
め
の
、

大
人
向
け
の
歯
み
が
き
術
で
す
。

対
象　
18
歳
以
上
の
市
民

と
き　
６
月
４
日
㈭
・
11
日
㈭
午

後
１
時
30
分
～
３
時
▽
２
回
シ
リ

ー
ズ　

※
４
日
は
希
望
者
を
対
象
に
歯
科

検
診
を
実
施
。

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

申
込　
い
ず
れ
も
５
月

７
日
か
ら
電
話
か
下
記

Ｑ
Ｒ
で

�
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

健
康
体
操
普
及
教
室

●
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う

と
き　
５
月
21
日
㈭
午
前
10
時
30

分
～
正
午

と
こ
ろ　
ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
５
０
０
円（
当
日
徴
収
）

申
込　
５
月
５
日
～
20
日
に
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
氏
名
、
ふ
り
が

な
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記

入
）
で
左
記
へ

�
健
康
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
の
森
渕
さ

ん
（
☎
�
54
・
３
８
３

４
）

糖
尿
病
予
防
相
談

　
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
が
糖
尿

病
予
防
の
た
め
の
食
事
と
運
動
に

関
す
る
相
談
を
行
い
ま
す
。	

対
象　
血
糖
・
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
А

１
ｃ
（
Ｎ
Ｇ
Ｓ
Ｐ
）
値
が
高
め

（
６
・
９
％
未
満
）
で
糖
尿
病
の
治

療
を
受
け
て
い
な
い
市
民

と
き　
５
月
19
日
㈫
・
６
月
16
日

㈫
午
後
１
時
10
分
～
４
時
15
分

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込　
電
話
で
左
記
へ

�
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

　
髄
膜
炎
、
敗
血
症
を
と
も
な
う

肺
炎
な
ど
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ

る
肺
炎
球
菌
感
染
症
の
予
防
接
種

（
一
部
公
費
）に
使
用
す
る
ワ
ク
チ

ン
が
変
わ
り
ま
し
た
。

対
象　
①
65
歳
以
上
の
人
、
②
60

～
64
歳
で
身
体
障
害
者
手
帳
１
級

に
相
当
す
る
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸

器
の
機
能
障
が
い
、
ま
た
は
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

の
機
能
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生

活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
障
害
が

あ
る
人

※
い
ず
れ
も
過
去
に
市
の
助
成
を

受
け
て
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
し
た
人
は
対
象
外
。

自
己
負
担
額　
５
０
０
０
円

※
詳
細
は
下
記
Ｑ
Ｒ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�
保
健
セ
ン
タ
ー　
　
　

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

帯
状
疱
疹
予
防
接
種

●
費
用
助
成
を
50
歳
代
に
も
拡
大

　
令
和
８
年
度
よ
り
現
役
世
代
の

就
労
や
日
常
生
活
を
維
持
す
る
た

め
、
帯
状
疱
疹
任
意
接
種
の
費
用

助
成
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

※
任
意
接
種
費
用
助
成
に
つ
い
て

は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
の
事
前
申
込

が
必
要
で
す
。

対
象　

定
期
接
種
＝
①
今
年
度

65
・
70
・
75
・
80
・
85
・
90
・
95
・

１
０
０
歳
に
な
る
人
、
②
60
～
64

歳
で
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
免
疫
の
機
能
障
が
い
が
あ
り
、

日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な

障
害
が
あ
る
人

任
意
接
種
＝
③
今
年
度
51
・
55
・

60
歳
に
な
る
人

※
い
ず
れ
も
過
去
に
市
の
助
成
を

受
け
て
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
し
た
人
は
対
象
外
▽

詳
細
は
下
記
Ｑ
Ｒ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

�
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

※広告掲載の問い合わせは、広告代理店  ㈱シーエム大阪（☎ 0721-64-1713）へ。

催
し・講
座

高
齢
者

障
が
い
者

保
険
・
年
金

ス
ポ
ー
ツ

事
業
所

安
全
安
心

募
集

相
談

そ
の
他

お
知
ら
せ

教
育

暮
ら
し

子
育
て

人
権

税
金

健
康

就
労
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就　

労

外
国
人
材
雇
用
の
秘
訣
と
外
国
人

雇
用
の
最
新
情
勢
セ
ミ
ナ
ー

　
外
国
人
を
雇
用
し
て
い
る
、
も

し
く
は
雇
用
を
検
討
し
て
い
る
市

内
事
業
者
に
対
し
て
、
外
国
人
材

の
活
用
・
定
着
を
支
援
す
る
た
め

の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　
市
内
事
業
者

と
き　
５
月
21
日
㈭
午
後
６
時
～

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

申
込　
５
月
18
日
ま
で

に
電
話
か
下
記
Ｑ
Ｒ
で

�
産
業
観
光
課

介
護
合
同
就
職
面
接
会
＆
説
明
会

と
き　
５
月
27
日
㈬
午
後
２
時
～
４

時
▽
受
付
は
午
後
３
時
45
分
ま
で

と
こ
ろ　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
河
内
長
野

定
員　
32
人
（
先
着
順
）

参
加
企
業　
４
社
予
定

申
込　
５
月
27
日
ま
で
に
電
話
で
左

記
へ

�
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
河
内
長
野
事
業

所
サ
ー
ビ
ス
・
企
画
部
門（
☎
53
・

３
０
８
１
▽
部
門
コ
ー
ド
31
＃
）

大
阪
南
消
防
局
消
防
吏
員

採
用
試
験
日　
６
月
21
日
㈰

申
込　
５
月
７
日
～
21
日
に
左
記

記
Ｑ
Ｒ
か
ら

※
採
用
予
定
人
数
や
受
験
資
格
な

ど
、
詳
細
は
同
Ｑ
Ｒ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

�
大
阪
南
消
防
局
人
事
企
画
課

（
☎
０
７
２
・
９
５
８
・
９
９
２
６
）

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
な
ど
を

対
象
と
し
た
就
業
支
援
講
習
会

●
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
試
験
対
策

講
座

と
き　
７
月
25
日
～
８
月
29
日
の

土
曜
日
▽
午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽
６
回
シ
リ
ー
ズ

定
員　
20
人
（
抽
選
）

参
加
費　
６
０
０
０
円

と
こ
ろ　
府
立
母
子
・
父
子
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
大
阪
市
東
成
区
）

申
込　
６
月
25
日
ま
で
に
左
記
へ

※
申
込
方
法
な
ど
詳

細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�
府
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー（
☎
06
・
６
７
４
８
・

０
２
６
３
）

●一般職員採用

職種 区分
年齢要件　※ 3

受験資格
募集人数

R8 10 月採用 R9 4 月採用 R8 10 月 R9 4 月

事
務
職
員

事
務

社会人 30歳～50歳 30歳～49歳 年齢要件のみ
3 人程度 8 人程度

上級 22歳～30歳 22歳～29歳 年齢要件のみ

上級（障
がい者） 22歳～29歳 令和 8 年 5 月1日現在で障がい者手帳を持つ人

1人程度情
報
処
理

上級 22歳～29歳
次のいずれかに該当する人
①情報に関する専門過程を修了した人または採用
日までに修了見込みの人
②情報処理技術者試験に合格した人

社
会

福
祉
士

社会人 30歳～49歳 社会福祉士の資格を持つ人または採用日までに取得見
込みの人

1人程度
※ 1上級 22歳～29歳

公
認

心
理
師

社会人 30歳～50歳 30歳～49歳 公認心理師の資格を持つ人または採用日までに取得見
込みの人

1 人程度
※ 1上級 22歳～30歳 22歳～29歳

文
化
財

保
護

社会人 30歳～49歳
次のすべてに該当する人
①歴史学、民俗学、文化遺産学、文化史、建築史
などの文化財に関する専門課程を修了、または採
用日までに修了見込みの人
②学芸員資格を有する人または採用日までに取得
見込みの人

1 人程度
※ 1

上級 22歳～29歳

保
育
士

社会人 30歳～53歳 30歳～52歳 保育士資格登録が済み、かつ幼稚園教諭免許を持
つ人、または採用日までに登録及び免許取得見込
みの人

2 人程度 1 人程度
上級 22歳～30歳 22歳～29歳

技
術
職
員

土
木

社会人 30歳～50歳 30歳～49歳 次のいずれかに該当する人 
① 土木施工管理技術検定に定める指定学科を卒業した人ま
たは採用日までに卒業見込みの人 
② 2 級以上の土木施工管理技士の資格を持つ人

3 人程度
※ 1

3 人程度
※ 1上級 22歳～30歳 22歳～29歳

●副主査級職員採用（経験者）

職種 区分 年齢要件　※ 3 受験資格 募集人数
R8 10 月採用 R9 4 月採用 R8 10 月 R9 4 月

事
務
職
員

社会
福祉
士

上級 30歳～49歳
次のすべてに該当する人 
① 令和 8 年 5 月1日現在で社会福祉士の資格を持つ人 
② 社会福祉士として 3 年以上（令和 8 年 5 月1日時点）
の実務経験を有する人

1人程度 
※1

公認
心理
師

上級 30歳～50歳 30歳～49歳
次のすべてに該当する人 
① 令和 8 年 5 月1日現在で公認心理師の資格を持つ人 
② 公認心理師として 3 年以上（令和 8 年 5 月1日時点）
の実務経験を有する人

1人程度 
※1

文化
財

保護
上級 30歳～49歳

次のすべてに該当する人 
① 令和 8 年 5 月1日現在で学芸員の資格を持つ人 
② 学芸員や文化財専門職員等として 3 年以上（令和
8 年 5 月1日時点）の実務経験を有する人

1人程度 
※1

技
術
職
員

土木 上級 30歳～36歳 30歳～35歳

次のすべてに該当する人 
① 令和 8 年 5 月 1 日現在で 2 級以上の土木施工管理技
士の資格を持つ人 
② 3 年以上（令和 8 年 5 月 1 日時点）の土木に関する
実務経験を有する人

3 人程度 
※1

3 人程度 
※1

※1　募集人数は、R8 10 月採用と R9 4 月採用それぞれ一般職員採用と副主査級職員採用を合わせたものとなります。
※ 2　区分の「社会人等」は中途採用全般、「上級」は大学卒業程度の基礎能力を問う試験となります。
※ 3　年齢は採用時点の参考です。生年月日の条件がありますので、詳細は市ホームページをご確認ください。

職種・受験資格など　表のとおり
採用予定日　令和８年 10 月 1 日および令和９年
４月１日
募集案内　市ホームページからダウンロード▷人
事課でも配布
申込　５月７日㈭までに右記ＱＲの 

「受験申込」から入力
※例年７月号で募集していた採用試験
について、時期を早めて実施します。７月号では

募集は行いませんのでご注意ください▷初級区分
については本紙９月号でお知らせします。
※詳細は、市ホームページをご確認ください。
�人事課

新 規 職 員 採 用 試 験

公務員経験者対象の採用試験を実施

河内長野市で一緒に働きませんか

市役所で働く先輩職員　　　　　 の声はこちらから▼河長さん

「河長さん」とは？
ホームページをチェックして

あなたも河長さんに！

「河
か わ

長
ちょう さん」

大募集

　国・自治体（町村・一部事務組合は除く）
で係長級以上での勤務経験を有する人を対象
に、令和８年５月 11 日㈪まで職員募集を行
います。詳細は、「令和８年度市職
員採用試験（公務員経験者）」をご
確認ください。

催
し・講
座

高
齢
者

障
が
い
者

保
険
・
年
金

ス
ポ
ー
ツ

事
業
所

安
全
安
心

募
集

相
談

そ
の
他

お
知
ら
せ

教
育

暮
ら
し

子
育
て

人
権

税
金

健
康

就
労
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保
険
・
年
金

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　
健
診
費
用
の
自
己
負
担
額
を
軽

減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
希
望

す
る
場
合
は
、
受
診
日
の
10
営
業

日
前
ま
で
に
必
ず
市
役
所
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
国
民
健
康
保
険
に
１
年
以

上
継
続
し
て
加
入
し
、
か
つ
保
険

料
を
完
納
し
て
い
る
被
保
険
者

受
診
期
間　
５
月
～
来
年
３
月
末

（
今
年
度
中
に
75
歳
に
な
る
人
は

誕
生
日
の
前
日
）

予
約
・
申
請
方
法　
①
市
指
定
健

診
機
関
に
事
前
予
約
、
②
保
険
医

療
課
に
予
約
申
込
書
兼
補
助
申
請

書
を
提
出
、
③
そ
の
後
、
市
指
定

健
診
機
関
で
受
診

※
特
定
健
診
対
象
者
は
受
診
券
が

届
い
て
か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
同
じ
年
度
で
特
定
健
診
か
人
間

ド
ッ
ク
の
い
ず
れ
か
一
方
し
か
受

診
で
き
ま
せ
ん
▽
申
請
前
に
受
診

す
る
と
軽
減
対
象
外
と
な
り
全
額

自
己
負
担
と
な
り
ま
す

▽
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
保
険
医
療
課

老
齢
年
金
の

請
求
手
続
き
に
つ
い
て

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
10
年
以
上

の
受
給
資
格
期
間
が
あ
る
人
が
、

原
則
65
歳
か
ら
受
給
で
き
ま
す
。

老
齢
厚
生
年
金
は
、
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
資
格
期
間
が
あ
り
、
厚

生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
期
間
も

あ
る
人
が
原
則
65
歳
か
ら
受
給
で

き
ま
す
。
但
し
、
厚
生
年
金
保
険

の
被
保
険
者
期
間
が
1
年
以
上
あ

る
場
合
は
、
65
歳
に
な
る
ま
で
特

別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
が
受
給

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
（
生
年

月
日
や
性
別
に
応
じ
て
受
給
開
始

年
齢
が
異
な
り
ま
す
）。

●
受
給
す
る
に
は
手
続
き
を

　
老
齢
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に

は
、
年
金
の
請
求
手
続
き
が
必
要

で
す
。受
給
開
始
年
齢
に
達
し
、老

齢
年
金
の
受
給
権
が
発
生
す
る
人

に
は
、
受
給
開
始
年
齢
に
到
達
す

る
3
か
月
前
に
、
年
金
を
受
け
取

る
た
め
に
必
要
な
年
金
請
求
書
が

日
本
年
金
機
構
な
ど
か
ら
送
付
さ

れ
ま
す
。
提
出
先
は
加
入
し
て
い

た
年
金
制
度
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
内
容
を
確
認
の
上
、
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
国

民
年
金
1
号
期
間
の
み
の
人
は
市

役
所
へ
の
提
出
が
可
能
で
す
。

※
請
求
書
が
届
か
な
い
場
合
で
も
、

合
算
対
象
期
間
を
加
え
る
こ
と
に

よ
り
受
給
権
が
発
生
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●
繰
上
げ
、
繰
下
げ
制
度

　
老
齢
年
金
は
原
則
65
歳
か
ら
受

け
取
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

希
望
が
あ
れ
ば
年
金
の
受
給
を
早

め
た
り
遅
ら
せ
た
り
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
受
給
開
始
年
齢
に
よ

っ
て
生
涯
受
け
取
れ
る
年
金
額
は

異
な
り
ま
す
。

●
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス

　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
年
金
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
老
齢
年
金
請
求
の

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
（
対
象
者
に

一
定
の
要
件
あ
り
）
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
日
本
年
金
機

構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�
市
民
窓
口
課
ま
た
は
日
本
年
金

機
構
天
王
寺
年
金
事
務
所
（
☎

06
・
６
７
７
２
・
７
５
３
１
）

催
し
・
講
座

え
ぼ
し
が
た
公
園
自
然
観
察
会

●
わ
か
ば
の
森
で
虫
さ
が
し

内
容　
新
緑
の
森
で
昆
虫
や
草
花

を
さ
が
そ
う

と
き　
５
月
16
日
㈯
午
前
10
時
～

正
午
▽
集
合
は
午
前
９
時
50
分

集
合　
烏
帽
形
公
園
プ
ー
ル
横
東
屋

参
加
費　
大
人
３
０
０
円
、
子
供

２
０
０
円
（
１
家
族
５
０
０
円
）

定
員　
30
人（
先
着
順
）

申
込　
５
月
７
日
か
ら

下
記
Ｑ
Ｒ
で

※
小
学
生
以
下
は
必
ず
保
護
者
同

伴
で
。

�
え
ぼ
し
が
た
公
園
自
然
観
察
会

の
松
尾
さ
ん
（
☎
54
・
６
８
３
４
）

に
ぎ
わ
い
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
河
内
長
野
駅
前
周
辺
の
活
性
化

拠
点
「
に
ぎ
わ
い
プ
ラ
座
」
で
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　
５
月
23
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
３
時

※
出
店
の
詳
細
な
ど
は
左
記
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
に
ぎ
わ
い
プ
ラ
座

（
☎
26
・
７
８
５
８
）

ふ
る
さ
と
歴
史
学
習
館
の
催
し

●
ね
ら
え
！
伝
説
の
お
宝
ミ
ッ
シ

ョ
ン

　
的
当
て
、
発
掘
体
験
な
ど
の
ミ

ッ
シ
ョ
ン
を
ク
リ
ア
し
て
お
宝
を

ゲ
ッ
ト
し
よ
う
。

対
象　
高
校
生
以
下

と
き　
５
月
３
日
㈷
午
前
10
時
～

午
後
４
時

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
お
宝
が
な

く
な
り
次
第
終
了
。

�
ふ
る
さ
と
歴
史
学
習
館

（
☎
64
・
１
５
６
０
）

天
野
山
金
剛
寺
の
催
し

●
法
話
と
伝
統
芸
能

　
「
金
剛
寺
と
楠
木
一
族
」と
題
し

た
講
談
を
行
い
ま
す
。

と
き　
５
月
31
日
㈰
午
後
２
時
～

３
時

と
こ
ろ　
天
野
山
金
剛
寺

定
員　
50
人

参
加
費　
５
０
０
円

申
込　
５
月
28
日
ま
で
に
メ
ー
ル

（am
anosan-kongouji@

nike.eonet.ne.jp

）
か
フ
ァ
ク

ス
に
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、人

数
を
記
入
し
左
記
へ

�
天
野
山
金
剛
寺
（
☎
52
・
２
０

４
６
、
�
52
・
２
２
３
３
）

プ
ラ
っ
と
や
っ
て
み
よ
う

●
農
業
体
験

対
象　
社
会
参
加
に
自
信
を
持
て

ず
、
40
歳
く
ら
い
ま
で
の
家
に
こ

も
り
が
ち
な
人

と
き　
５
月
７
日
㈭
午
後
１
時
～

３
時

と
こ
ろ　
日
野
地
区
内
の
畑

申
込　
電
話
で
左
記
へ

�
南
河
内
プ
ラ
ッ
ツ（
☎
０
９
０・

９
２
５
８
・
８
１
７
７
）

※公民館のホームページ（右記QR）などで、対象や費用などを確認のうえお申し込みください。
公民館の講座や教室など 休館日：月曜日・年末年始　開館時間：午前９時～午後５時

公民館 教室名 とき 定員 申込

天野公民館
（☎55-6191）

あなたの歩き方、老けて見られませんか？ 5月20日㈬午前10時～11時30分 20人

5月3日～

絵写経体験会　はじめての絵写経 6月4日㈭午前10時～11時30分 10人

加賀田公民館
（☎62-2116）

加賀田の歴史探訪 　烏帽子形八幡神社他 5月31日㈰午前9時30分～午後2時 20人

永澤あられと楽しい絵日記作らへん？ 6月6日㈯午前10時～11時30分 15人

芋餅作り 6月14日㈰午前10時～11時30分 15人

川上公民館
（☎65-1612）「ステキな自分」をつくる講座

①6月5日㈮午後1時30分～2時30分
②6月19日㈮午後1時30分～2時30分
③7月3日㈮午後1時30分～3時

15人

高向公民館
（☎54-4548）

高向でホタルを観察しよう！
「知ル・見ル・ホタル」 ５月31日㈰午後７時～９時 20人

老寿やすらぎ      
千代田公民館

（☎55-1125）

公民館 再発見 5月30日㈯午前10時30分～11時30分 50人

本でつながるゆる～いひと時　
「週末文庫」 5月30日㈯午後１時30分～３時 20人

直接会場へ
千代田寄席 5月31日㈰午後１時～４時30分 100人

三日市公民館
（☎62-6155）

アコーディオンの演奏で心と体の
リラクゼーション ５月24日㈰午後２時～３時 30人

5月3日～

大阪・関西万博１周年記念　　　　　　　
上田だんじり万博曳行の軌跡 5月30日㈯午前10時～11時30分 50人

ギリシャ・ウルトラマラソン　
245.1キロ挑戦記 6月6日㈯午後2時30分～4時 20人

南花台公民館
（☎63-1131）

盲目の声楽歌手の演奏とお話し 5月30日㈯午後2時～3時30分 50人

カメラレッスン 5月31日㈰午前9時30分～午後3時 10人

虫大好きっこ集まれ！
自然観察会 in 寺ケ池公園 6月７日㈰午前9時～午後0時30分 20人

催
し・講
座

高
齢
者

障
が
い
者

保
険
・
年
金

ス
ポ
ー
ツ

事
業
所

安
全
安
心

募
集

相
談

そ
の
他

お
知
ら
せ

教
育

暮
ら
し

子
育
て

人
権

税
金

健
康

就
労

※広告掲載の問い合わせは、広告代理店  ㈱シーエム大阪（☎ 0721-64-1713）へ。※広告掲載の問い合わせは、広告代理店  ㈱シーエム大阪（☎ 0721-64-1713）へ。
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東
尾
メ
ッ
ク
寺
ケ
池
公
園
の
催
し

●
母
の
日
イ
ベ
ン
ト

　
「
あ
り
が
と
う
」
を
伝
え
る
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
作
ろ
う
。
詳
細
は
同
公

園
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
確
認
を
。

対
象　
小
学
生
以
下

と
き　
５
月
10
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
４
時

と
こ
ろ　
同
公
園
管
理
事
務
所

定
員　
50
人
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

●
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ａ
フ
ェ
ス
～Spring 

M
arket

～

　
子
ど
も
た
ち
が
出
店
す
る
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
雑
貨
、
花
苗
な

ど
が
並
ぶ
イ
ベ
ン
ト
。音
楽
ス
テ
ー

ジ
や
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
も
あ
り
ま
す
。

と
き　
５
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
４
時

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
東
尾
メ
ッ
ク
寺
ケ
池
公
園
管
理

事
務
所
（
☎
56
・
２
１
１
１
）

●
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
講
習
会

と
き　
５
月
28
日
㈭
午
後
１
時
30

分
～
３
時

と
こ
ろ　
同
公
園
管
理
事
務
所

内
容　
花
い
っ
ぱ
い
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ボ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ス

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

材
料
費　
２
０
０
０
円

申
込　
５
月
７
日
～
22
日
に
電
話

で
下
記
へ

リ
ー
パ
ル
キ
ャ
ン
プ

　
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
パ
ル
の
お
兄
さ

ん
・
お
姉
さ
ん
と
一
緒
に
ゲ
ー
ム

や
自
炊
を
し
ま
す
。

対
象　
小
学
３
～
６
年
生

と
き　
６
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰（
１

泊
２
日
）

と
こ
ろ　
滝
畑
ふ
る
さ
と
文
化
財

の
森
セ
ン
タ
ー

定
員　
40
人
（
抽
選
）

参
加
費　
４
０
０
０
円

申
込　
５
月
29
日
ま
で

に
下
記
Ｑ
Ｒ
か
ら

●
リ
ー
パ
ル
キ
ャ
ン
プ
ス
タ
ッ
フ

募
集

　
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
パ
ル
と
一
緒
に

キ
ャ
ン
プ
を
運
営
す
る
一
般
ス
タ

ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
高
校
１
年
生
～
25
歳
程
度

定
員　
若
干
名

申
込　
５
月
29
日
ま
で

に
下
記
Ｑ
Ｒ
か
ら

�
青
少
年
指
導
員
連
絡
協
議
会
事

務
局
（
社
会
教
育
第
１
課
内
、
☎

54
・
０
０
０
５
）

大
人
の
た
め
の
絵
本
の
会

　
河
内
長
野
子
ど
も
と
本
の
連
絡

会
の
メ
ン
バ
ー
が
、
大
人
も
楽
し

い
絵
本
を
紹
介
し
ま
す
。
お
気
軽

に
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

と
き　
５
月
19
日
㈫
午
後
１
時
30

分
～
２
時

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

道
の
駅
認
定
９
周
年
祭

「
９
で
め
ぐ
る
、
河
内
長
野
。」

●
食
べ
る
・
知
る
・
選
ぶ
・
つ
な
が
る

　
和
太
鼓
「
響
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
演
奏
や
道
の
駅
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
。
モ
ッ
ク
ル
と
く
ろ
ま

ろ
く
ん
も
登
場
し
ま
す
。

と
き　
５
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
奥
河
内
く
ろ
ま
ろ
の
郷

�
奥
河
内
く
ろ
ま
ろ
の
郷

（
☎
56
・
９
６
０
６
）

「
岩
湧
の
森
」
の
植
物
観
察
会

野
山
の
花
好
き
さ
ん
、
集
ま
れ
!!

　
初
夏
の
岩
湧
の
森
に
咲
く
花
々

を
、「
い
わ
わ
き
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ

ブ
」
の
講
師
と
一
緒
に
探
し
な
が

ら
森
を
歩
き
ま
す
。

対
象　
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
）

と
き　
５
月
23
日
㈯
午
前
９
時
30

分
～
午
後
１
時
ご
ろ

と
こ
ろ　
岩
湧
の
森
四
季
彩
館

定
員　
10
人
（
抽
選
）

参
加
費　
３
０
０
円

申
込　
５
月
15
日
ま
で
に
メ
ー
ル

�
公
園
緑
化
協
会

(

☎
56
・
１
１
５
５)

木
根
館
の
催
し

●
ち
ょ
っ
と
小
ぶ
り
な
ベ
ン
チ

　
お
お
さ
か
河
内
材
の
ヒ
ノ
キ
と

ス
ギ
で
ベ
ン
チ（
幅
85
㎝
×
奥
行
き

37
㎝
×
高
さ
43
㎝
）
を
作
り
ま
す
。

と
き　
６
月
28
日
㈰
午
前
９
時
30

分
～
正
午

定
員　
12
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
８
５
０
０
円
（
材
料
費

込
み
）

申
込　
５
月
８
日
か
ら
電
話
か
メ

ー
ル
（event@

sinrin.org

）
に

イ
ベ
ン
ト
名
、
住
所
、
氏
名
、
ふ

り
が
な
、
年
齢
、
当
日
連
絡
の
つ

く
電
話
番
号
を
記
入
し
左
記
へ

�
木
根
館
（
☎
64
・
８
１
５
１
）

く
ろ
ま
ろ
塾
本
部
講
座

●
高
齢
者
ス
マ
ホ
教
室

　
電
源
の
入
れ
方
か
ら
ボ
タ
ン
操

作
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
ア
プ
リ
（
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
）
の
使
い
方
な
ど
を
中
心
に

指
導
し
ま
す
。

と
き　
６
月
２
日
㈫
、
９
日
㈫
午

後
２
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

定
員　
各
30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
５
０
０
円

申
込　
５
月
５
日
か
ら

（iw
aw

akinom
ori@

gm
ail.

com

）
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
記
載
し
左
記
へ

�
岩
湧
の
森
四
季
彩
館

（
☎
63
・
５
９
８
６
）

国
際
交
流
協
会
の
催
し

●
国
際
料
理
教
室
～
中
国
編
～

　
笹
の
葉
に
丁
寧
に
包
み
蒸
し
上

げ
る
、
本
格
的
な
中
国
の
ち
ま
き

を
作
り
ま
せ
ん
か
。

と
き　
５
月
23
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
１
時

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
１
５
０
０
円
▽
同
協
会

会
員
は
１
０
０
０
円

申
込　
５
月
１
日
か
ら
電
話
か
メ

ー
ル
（offi

ce@
kifa-w

eb.jp

）

で
同
協
会
へ

●
グ
ロ
ー
バ
ル
カ
フ
ェ

　
魅
力
的
な
観
光
地
の
多
い
ハ
ン

ガ
リ
ー
の
料
理
と
、
新
鮮
な
世
界

の
コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
め
ま
す
。

と
き
・
内
容　
５
月
８
日
㈮
・
９

日
㈯
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
料
理
、
５
月

15
日
㈮
・
16
日
㈯
＝
世
界
の
珈
琲

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
国
際
交
流
協
会

（
☎
54
・
０
０
０
２
）

ス
ポ
ー
ツ

キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル

　
サ
ッ
カ
ー
へ
つ
な
が
る
体
の
動

か
し
方
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。
体

験
参
加
は
２
回
ま
で
可
能
で
す
。

対
象　
年
中
・
年
長

と
き　
５
月
13
日
㈬
・
20
日
㈬
・
27

日
㈬
▽
午
後
３
時
15
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　
て
ん
と
う
虫
パ
ー
ク（
原

町
）

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

申
込　
５
月
１
日
か
ら
電
話
で
左

記
へ

�
長
野
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
56
・
２
０
３
２
）

ス
ポ
ン
ジ
テ
ニ
ス
教
室

●
初
心
者
向
け

対
象　

中
学
生
以
上
の
市
内
在

住
・
在
学
・
在
勤
者

と
き　
６
月
３
日
㈬
、
13
日
㈯
午

前
９
時
～
正
午

と
こ
ろ　
市
民
総
合
体
育
館

参
加
費　
３
０
０
円（
当
日
徴
収
）

持
ち
物　
体
育
館
用
シ
ュ
ー
ズ
、

タ
オ
ル
、
飲
料
水
、
筆

記
用
具

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
ス
ポ
ン
ジ
テ
ニ
ス
連
盟
の
杉
山

さ
ん
（
☎
65
・
６
０
０
９
）

下
記
Ｑ
Ｒ
か
電
話
で

�
く
ろ
ま
ろ
塾
事
務
局

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
１
）

初
夏
の
ウ
ォ
ー
ク

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ガ
イ
ド
と
と
も
に

①
小
深
・
石
見
川
を
訪
ね　
新
緑

の
奥
河
内
を
楽
し
む
（
お
薬
師
さ

ん
、
行
者
湧
水
、
山
本
家
住
宅
な

ど
▽
約
７
㌔
）

と
き　
５
月
16
日
㈯
午
前
９
時
30

分
～
午
後
２
時
30
分

集
合　
南
海
バ
ス「
小
深
停
留
所
」前

②
河
内
長
野
の
江
戸
時
代
を
巡
る

（
西
代
神
社
、烏
帽
子
形
城
、旧
三

日
市
交
番
な
ど
▽
約
５
・
５
㌔
）

と
き　
５
月
26
日
㈫
午
前
９
時
30

分
～
午
後
２
時
30
分

集
合　
河
内
長
野
駅　
東
口
広
場

定
員　
①
②
各
40
人
（
先
着
順
）　

参
加
費　
①
②
各
３
０
０
円（
保
険

料
含
む
）

申
込　
①
は
５
月
７
日
・
８
日
、②

は
５
月
11
日
・
12
日
に
電
話
で
左

記
へ
（
受
付
時
間
は
午
前
10
時
～

午
後
４
時
▽
①
の
み
５
月
９
日
か

ら
左
記
Ｑ
Ｒ
か
ら
申
し
込
み
可
）

※
コ
ー
ス
詳
細
や
集
合

時
間
な
ど
詳
細
は
下
記

Ｑ
Ｒ
か
ら
。

�
か
わ
ち
な
が
の
観
光
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
倶
楽
部
（
☎
26
・
７
３
５
３
）

開館:火～金（祝休日含む）は午前10時～午後7時
土日は午前10時～午後５時 ☎52- 6933

電子書籍もご利用ください

■展示の案内（図書館２階）
とき　５月 12 日㈫～５月 31 日㈰
内容　仕事に役立つ本

ネーミングライツパートナー

■新刊図書の紹介
◎児童書

◎一般書

さらわれたふたりと少年使節　中川 なをみ
たんたんタンポポのひみつ　かんちく  たかこ
絢
け ん

爛
ら ん

の法　川越 宗一
ペンション・ワケアッテ　八

や

木
ぎ

沢
さわ

 里
さと

志
し

変な心理学　山田 祐樹
種まきと発芽の超裏ワザ　竹内 孝

あつ

功
のり

■休館　毎週月曜日

■自動車文庫巡回表（５月 1 日～６月５日）
巡 回日 巡回時間 場　　所

5 月 5 日㈷・
19 日㈫、6 月
2 日㈫

13:35〜14:15 南ケ丘自治会館横
14:30〜15:10 大矢船幼稚園北
15:30〜16:30 美加の台第２公園

5 月 6 日㉁・
20 日㈬、6
月 3 日㈬

13:30〜14:10 柳風台第２公園
14:25〜15:05 松ケ丘公民館横空地
15:25〜16:25 桐ケ丘第２公園

5 月 7 日㈭・
21日㈭、6 月
4 日㈭

13:35〜14:25 南花台ＵＲ団地集会所裏
14:40〜15:20 楠ケ丘自治会館駐車場
15:40〜16:30 旭ケ丘バス方転地

5 月 8 日㈮・
22 日㈮、6
月 5 日㈮

13:15 〜14:15 キタバ錦渓苑
14:30〜15:10 楠台第２公園（東中正門前）
15:25〜16:05 清見台２丁目児童公園

5 月12 日㈫・
26 日㈫

13:15 〜13:45 荘園町第３公園
14:00〜14:30 北貴望ケ丘バス方転地
15:00〜16:00 緑ケ丘中第１公園

5 月13 日㈬・
27 日㈬

13:45〜14:15 天見出合橋空地
14:40〜15:40 北青葉台中央公園
15:55〜16:25 南青葉台会館駐車場

5 月14 日㈭・
28 日㈭

13:30〜14:10 千代田南中央公園
14:25〜15:05 市町千代田神社
15:20〜16:20 木戸住宅４棟前

5 月1日㈮・
15 日㈮・29
日㈮

13:15 〜14:15 キタバ錦渓苑
14:25〜15:05 大師町集会所前
15:20〜16:00 清見台第２公園

チ
ア
ダ
ン
ス
体
験
会

　
チ
ア
を
や
っ
て
み
た
い
、
ダ
ン

ス
が
好
き
な
子
集
ま
れ
！ 

対
象　
①
年
中
・
年
長
、
②
小
学

１
～
４
年
生
、
③
小
学
５
～
中
学

３
年
生

と
き　
５
月
９
日
㈯
・
16
日
㈯
①

午
後
１
時
～
１
時
50
分
、
②
午
後

２
時
～
２
時
50
分
、
③
午
後
３
時

～
３
時
50
分

と
こ
ろ　
長
野
小
学
校

定
員　
各
10
人
（
先
着
順
）

申
込　
５
月
１
日
か
ら
電
話
で
左

記
へ

�
長
野
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
56
・
２
０
３
２
）

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
普
及
教
室

●
誰
に
で
も
で
き
る
ジ
ャ
ズ
ダ
ン

スと
き　
５
月
30
日
㈯
午
前
10
時
30

分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
市
民
総
合
体
育
館

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
５
０
０
円
▽
当
日
徴
収

申
込　
５
月
５
日
～
29
日
に
電
話 

（
氏
名
、
ふ
り
が
な
、
年

齢
、
住
所
、
電
話
番
号

を
記
入
）
で
左
記
へ

�
健
康
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
の
河
野
さ

ん(

☎
０
９
０
・
３
０
５
６
・
６

８
５
９)

催
し・講
座

高
齢
者

障
が
い
者

保
険
・
年
金

ス
ポ
ー
ツ

事
業
所

安
全
安
心

募
集

相
談

そ
の
他

お
知
ら
せ

教
育

暮
ら
し

子
育
て

人
権

税
金

健
康

就
労
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軽
ス
ポ
ー
ツ
普
及
教
室

と
き　
５
月
27
日
㈬
、
６
月
３
日

㈬
午
後
０
時
30
分
～
２
時
45
分

（
受
付
は
午
後
０
時
15
分
～
）

と
こ
ろ　
市
民
総
合
体
育
館

種
目　
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
・
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ふ
ら
ば
～
る
・

ス
ポ
ー
ツ
ビ
ン
ゴ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
な
ど

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

申
込　
５
月
６
日
～
23

日
に
所
定
の
用
紙
を
電

話
か
フ
ァ
ク
ス
、
ま
た

は
同
館
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
へ

�
軽
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
厨ず

子し

さ
ん

（
☎
０
９
０
・
１
４
８
２
・
５
５
５

６
�
63
・
０
３
３
０
）

市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

●
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
大
会

対
象　
３
歳
児
以
上

と
き　
６
月
６
日
㈯
午
前
10
時
～

と
こ
ろ　
市
民
総
合
体
育
館

種
目　
ソ
ロ
ト
ワ
ー
ル
・
ト
ゥ
ー

バ
ト
ン
・
ス
リ
ー
バ
ト
ン
・
ソ
ロ
ス

ト
ラ
ッ
ト
・
ダ
ン
ス
ト
ワ
ー
ル
・

ペ
ア
・
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ト
ワ

ー
ル
・
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ペ
ア

参
加
費　
１
種
目
５
０
０
円
、
ペ

ア
１
組
６
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

申
込　
５
月
15
日
ま
で
に
所
定
用

紙
を
メ
ー
ル
（kcity.batontw

i

rling.renm
ei@
gm
ail.com

）

で
左
記
へ

�
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
連
盟
の

宮
川
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
５
９
６

５
・
９
２
０
９
）

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

対
象　
高
校
生
以
上
と
連
盟
登
録

者と
き　
①
女
子
の
部
＝
６
月
14
日

㈰
午
後
１
時
～
（
午
前
審
判
講
習

会
あ
り
）、②
男
子
の
部
＝
６
月
27

日
㈯
午
前
９
時
20
分
～

と
こ
ろ　
市
民
総
合
体
育
館

申
込　
５
月
19
日
～
31
日
に
所
定

用
紙
で
同
館
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
へ

�
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
の
島
田
さ

ん
（
☎
63
・
３
１
８
７
）

●
居
合
道
大
会

対
象　
小
学
生
以
上
▽
小
学
生
は

保
護
者
同
伴

と
き　
５
月
31
日
㈰
午
前
９
時
30

分
～
午
後
４
時
（
受
付
９
時
～
）

と
こ
ろ　
武
道
館

申
込　
５
月
20
日
ま
で
に
所
定
用

紙
を
市
民
総
合
体
育
館
メ
ー
ル
ボ

ッ
ク
ス
へ

�
居
合
道
連
盟
の
峯
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
８
１
６
０
・
５
４
５
７
）

太
極
拳
普
及
教
室

●
や
さ
し
い
気
功
太
極
拳

と
き　
５
月
20
日
㈬
午
前
10
時
～

11
時
30
分

と
こ
ろ　
武
道
館

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
５
０
０
円（
当
日
徴
収
）

申
込　
５
月
５
日
～
19
日
に
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
氏
名
、
ふ
り

が
な
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号

を
記
入
）
で
左
記
へ

�
健
康
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
の
濱
さ
ん

（
☎
�
53
・
６
８
８
３
）

●
ゆ
っ
た
り
呼
吸
で
楽
し
く
筋
力

を
育
て
る
!!

と
き　
５
月
16
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
３
時

と
こ
ろ　
ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
５
０
０
円（
当
日
徴
収
）

申
込　
５
月
５
日
～
15
日
に
電
話

で
左
記
へ

�
健
康
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
の
山
田
さ
ん

（
☎
０
８
０
・
３
１
３
８
・
３
８
５
７
）

卓
球
の
普
及
講
習
会

対
象　
だ
れ
で
も(

中
学
生
以
下

は
顧
問
の
許
可
ま
た
は
保
護
者
の

同
伴
が
必
要
）

と
き　
６
月
20
日
㈯
午
前
９
時
30

分
～
午
後
４
時
30
分
（
受
付
は
午

前
９
時
～
）

と
こ
ろ　
市
民
総
合
体
育
館

内
容　
グ
ル
ー
プ
別
基
礎
練
習
、

実
践
練
習
な
ど

参
加
費　
５
０
０
円（
当
日
徴
収
）

申
込　
６
月
10
日
ま
で
に
所
定
用

紙
を
体
育
館
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
へ

▽
卓
球
連
盟
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
申
し
込
み
可

�
卓
球
連
盟
の
清
水
さ
ん

（
☎
０
８
０
・
５
４
９
６
・
６
７
１
８
）

熱
中
症
対
策
セ
ミ
ナ
ー

●
そ
の
暑
さ
対
策
大
丈
夫
？
子
ど

も
を
守
る
！
自
分
を
守
る
！
命
を

守
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

　
大
塚
製
薬
株
式
会
社
か
ら
30
年

以
上
熱
中
症
対
策
の
啓
発
活
動
を

続
け
て
き
た
講
師
を
招
き
、
暑
熱

順
化
、
水
分
・
電
解
質
補
給
、
身

ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
日
本
語
教
育
に
関
す

る
講
座
を
受
講
し
た
り
、
指
導
経

験
が
あ
り
、
毎
週
参
加
で
き
る
人

（
火
曜
日
午
前
10
時
～
11
時
30
分

＝
キ
ッ
ク
ス
、
木
曜
日
午
後
６
時

～
７
時
30
分
＝
ノ
バ
テ
ィ
ホ
ー
ル
、

日
曜
日
午
後
２
時
～
３
時
45
分
＝

千
代
田
公
民
館
）

募
集
人
員　
若
干
名

申
込　
５
月
15
日
ま
で
に
電
話
ま

た
は
メ
ー
ル
（offi

ce@
kifa-

w
eb.jp

）
で
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
記
入
し
左
記
へ

�
国
際
交
流
協
会

（
☎
54
・
０
０
０
２
）

そ
の
他
お
知
ら
せ

自
衛
官
等
の
募
集
事
務
に
係
る

対
象
者
情
報
の
提
供
に
つ
い
て

　
自
衛
官
な
ど
の
募
集
事
務
は
、

自
衛
隊
法
第
97
条
に
お
い
て
市
町

村
の
法
定
受
託
事
務
と
定
め
ら
れ
、

ま
た
自
衛
隊
法
施
行
令
第
１
２
０

条
で
は
、
防
衛
大
臣
が
自
衛
官
な

ど
の
募
集
に
関
す
る
必
要
な
情
報

提
供
を
市
町
村
長
に
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
で
は
、
個
人
情
報
の
目
的
外
利

用
や
外
部
提
供
を
制
限
し
て
い
ま

す
が
、
法
令
な
ど
に
定
め
が
あ
る

と
き
は
、
提
供
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
提

供
は
法
令
（
自
衛
隊
法
施
行
令
第

１
２
０
条
）
に
基
づ
く
情
報
提
供

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
で
は
紙

媒
体
に
よ
り
募
集
対
象
者
の
デ
ー

タ
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
自
衛
隊
へ
の
情
報
提
供
を
希
望

し
な
い
人
は
、
申
出
に
よ
り
、
提

供
す
る
情
報
か
ら
除
外
し
ま
す
。

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

�
市
民
窓
口
課

募　

集

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
舞
踊
団

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　
国
際
交
流
協
会
で
は
、
学
校
交

流
や
舞
踊
公
演
の
た
め
本
市
を
訪

れ
る
外
国
か
ら
の
ゲ
ス
ト
を
迎
え

ま
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し

て
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

と
き　
６
月
28
日
㈰
～
７
月
２
日

㈭※
詳
細
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

�
国
際
交
流
協
会

（
☎
54
・
０
０
０
２
）

河
内
長
野
駅
前
再
生
会
議

●
大
学
生
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
募
集

　
駅
前
を
舞
台
に
、
人
が
集
ま
り

新
し
い
に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
る
企

画
を
考
え
て
、
一
緒
に
盛
り
上
げ

て
く
れ
る
大
学
生
メ
ン
バ
ー
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
地
域
や
行
政
・

企
業
と
関
わ
り
な
が
ら
、
就
活
に

も
つ
な
が
る
実
践
経
験
が
で
き
ま

す
。
ま
ち
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る

人
は
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

申
込　
下
記
Ｑ
Ｒ
か
ら

�
河
内
長
野
駅
前
再
生
会
議
の
吉

年
さ
ん（
☎
０
８
０
・
４
２
３
７
・

６
５
４
０
）

地
域
ク
ラ
ブ
指
導
者
（
有
償
）

　
学
校
部
活
動
に
代
わ
っ
て
、
中

学
生
を
対
象
に
、
次
の
種
目
を
指

導
で
き
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象　
18
歳
以
上

募
集
種
目　
陸
上
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
硬
式

テ
ニ
ス
、
軟
式
テ
ニ
ス
、
卓
球

報
酬　
時
給
１
６
０
０
円
～

申
込　
６
月
30
日
ま
で
に
電
話
で

左
記
へ

�
長
野
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
56
・
２
０
３
２
）

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
地
域
在
住
の
外
国
人
に
日
本
語

学
習
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ
ン
テ

　株式会社カワモト（写真①）、弁護士法人ア
ワーズ共同法律事務所（写真②）から寄附を
いただきました。南花台で整備中の「スペラン
ツァ大阪」の本拠地となるサッカースタジアム
の建設費などに活用します。

企業版ふるさと納税を受領
サッカースタジアム建設に寄附

　日本生命保険相互会社から寄附をいただき
ました。がん検診の周知などに活用します。

がん検診事業に寄附 ●ネーミングライツ・パートナー募集
　市では、市の所有施設に法人名など
の愛称を付与するネーミングライツ事
業を導入しています。
奥河内くろまろの郷や、現在建設を進
めている南花台中央公園天然芝球技場
など、新たに５施設を追加し、ネーミ
ングライツパートナーの募集を開始し
ます。
申込　５月 29日まで
※詳細は右記QRから
ご確認ください。
�公民連携課

市内 25施設で
ネーミングライツを募集

体
冷
却
な
ど
、
実
践
で
き
る
具
体

的
な
対
策
を
解
説
し
ま
す
。

対
象　
小
学
生
以
下
、
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
、
キ
ッ
ズ
ア
ス
リ
ー
ト
と

そ
の
保
護
者
な
ど

と
き　
５
月
30
日
㈯
午
後
７
時
～

８
時　

と
こ
ろ　
市
民
総
合
体
育
館

定
員　
50
人
（
先
着
順
）

申
込　
電
話
ま
た
は
直
接
左
記
へ

�
市
民
総
合
体
育
館

（
☎
62
・
８
０
１
１
）

 

催
し・講
座

高
齢
者

障
が
い
者

保
険
・
年
金

ス
ポ
ー
ツ

事
業
所

安
全
安
心

募
集

相
談

そ
の
他

お
知
ら
せ

教
育

暮
ら
し

子
育
て

人
権

税
金

健
康

就
労

 募集

①

企業 PRの
チャンス !

②
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生
産
緑
地
地
区
の
追
加
指
定
に

関
す
る
相
談

　
市
街
化
区
域
内
の
農
地
な
ど
に

つ
い
て
生
産
緑
地
地
区
の
追
加
指

定
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
。
指
定
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す

の
で
必
ず
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

と
き　
５
月
11
日
㈪
～
29
日
㈮

と
こ
ろ　
市
役
所

※
土
地
の
地
番
、位
置
、面
積
、現

地
の
状
況
な
ど
を
確
認
で
き
る
資

料
が
あ
れ
ば
ご
持
参
く
だ
さ
い
▽

事
前
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

▽
基
準
に
該
当
す
る
場
合
は
後
日
、

正
式
な
申
し
出
書
類
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
▽
一
度
指
定
を
受

け
る
と
30
年
間
は
農
地
な
ど
と
し

て
適
正
な
管
理
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
す
が
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
都
市
企
画
課

滝
畑
ダ
ム
サ
イ
レ
ン
試
験
放
送

　
滝
畑
ダ
ム
で
は
、
台
風
や
大
雨

な
ど
の
影
響
で
大
量
の
水
を
石
川

へ
放
流
す
る
非
常
時
に
、
警
報
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
お
知
ら
せ
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
川
に
近
づ

か
な
い
よ
う
注
意
喚
起
を
行
う
サ

イ
レ
ン
音
を
、
実
際
に
市
民
の
み

な
さ
ん
に
聞
い
て
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
滝
畑
ダ
ム
お
よ
び
石
川

沿
い
全
６
箇
所
で
試
験
放
送
（
１

か
所
あ
た
り
約
５
分
間
）
を
行
い

ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ　
５
月
15
日
㈮
午

前
10
時
～
正
午
ま
で
の
間
に
15
分

間
隔
で
次
の
順
に
放
送
①
滝
畑
ダ

ム
、
②
旗
倉
局
（
府
道
２
１
８
号

線
沿
い
）、
③
日
野
局
（
み
の
で
ホ

ー
ル
近
く
）、
④
汐
滝
橋
局
（
府
道

２
１
８
号
線
汐
滝
橋
付
近
）、⑤
高

向
局
（
花
の
文
化
園
内
）、
⑥
西
代

局
（
西
代
浄
水
場
内
）

※
気
象
状
況
な
ど
に
よ
り
予
告
な

く
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

�
南
河
内
農
と
緑
の
総
合
事
務
所

滝
畑
ダ
ム
分
室（
☎
62
・
３
６
７
２
）

南
部
大
阪
都
市
計
画

特
別
用
途
地
区
の
変
更
案
の
縦
覧

と
き　
５
月
19
日
㈫
～
６
月
１
日

㈪
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

（
土
・
日
を
除
く
）

と
こ
ろ　
市
役
所

縦
覧
内
容　
南
部
大
阪
都
市
計
画

案※
市
民
や
利
害
関
係
人
は
期
間
内

に
こ
の
案
に
つ
い
て
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
秘
書
企
画
課

都
市
計
画
審
議
会
の
開
催

　
南
部
大
阪
都
市
計
画
特
別
用
途

地
区
の
変
更
に
つ
い
て
審
議
会
を

開
催
し
ま
す
。

と
き　
６
月
４
日
㈭
午
前
10
時
～

と
こ
ろ　
市
役
所

※
10
人
ま
で
傍
聴
可
。

�
秘
書
企
画
課相　

　

談

外
国
人
の
た
め
の

オ
ン
ラ
イ
ン
相
談

　
生
活
（
仕
事
、
子
育
て
、
保
険

な
ど
）
や
在
留
資
格
、
結
婚
・
離

婚
な
ど
、
専
門
の
相
談
員
や
出
入

国
管
理
局
の
職
員
、
弁
護
士
な
ど

と
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
相
談
で
き
ま
す
。

内
容
・
と
き　
入
管
相
談
＝
５
月

１
日
㈮
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30

分
、
５
月
８
日
㈮
午
後
１
時
30
分

～
５
時
30
分
、
労
働
相
談
＝
５
月

８
日
㈮
午
後
１
時
30
分
～
５
時
30

分
、
法
律
相
談
＝
５
月
22
日
㈮
午

後
６
時
～
８
時

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

申
込　
希
望
相
談
日
の
１
週
間
前

ま
で
に
電
話
で
左
記
へ

�
国
際
交
流
協
会

（
キ
ッ
ク
ス
内
、
☎
54
・
０
０
０
２
）

　相　談 ※相談はすべて無料です。気軽にご利用を　★は要予約（予約・問い合わせ番号がないところは、☎53-1111）です。

相談名 予約・問い合わせ 内容 とき ところ 相談員

法律相談★ 市民窓口課（５階） 不動産や金銭貸借、離婚・相
続などの相談

毎週水曜日
午後１時〜４時30分 市役所 弁護士

法務・法律
相談★

NPO法人研志会の木村行政書
士事務所（☎0745-25-0556）
※留守番電話に氏名・連絡先を
▷折り返し連絡します。

相続・遺言・成年後見制度な
ど日常生活の様々な法律上の
問題についての相談

5月17日㈰
午後１時 30分～４時

ノバティ
ホール

弁護士・行政
書士・司法書
士など

司法書士
法律相談★

大阪司法書士会堺支部
河内長野相談会担当
（☎090-8280-1874）

不動産の相続・売買や会社設
立の登記手続き、債務整理、
成年後見制度などの相談

5月 9日㈯
午後１時～３時

ノバティ
ホール 司法書士

行政書士
相談★

府行政書士会南大阪支部
河内長野市担当の山下さん
（☎63-8016）

相続・遺言、成年後見制度、
離婚協議書、契約・内容証明、
各種許認可などの相談

5月 23日㈯
午後１時～４時 キックス 行政書士

消費生活相談 消費生活センター
（☎56-0700）

契約のトラブルや消費生活に
関する相談など

市役所業務日
午前 10時～午後４時

消費生活
センター

消費生活
相談員

医療・介護・
福祉相談

河内長野市医師会地域連携室
まちのれんけい室市民相談会
（☎54-1700、�54-1567）

医療・介護・福祉のことなど
（予約も可）

5月 20日㈬
午後２時～４時 市医師会 医師・

看護師など

人権相談 人権推進課 人権全般・人権侵害、心配ご
となど

5月 12日㈫・26日㈫
午前10時〜午後１時 市役所 人権擁護委員

いじめ相談 いじめゼログループ
（☎0800-800-1233）

いじめをはじめとするこども
たちの様々な悩みなど

市役所業務日
午前9時～午後5時30分 市役所 心理士など

女性のための
相談★

男女共同参画センター
（☎ 54-0003） 家族関係・DV・生き方など 毎月第２水曜日、第３土

曜日、第４水曜日 キックス 女性
カウンセラー

女性のための
電話相談

人権協会
（☎ 090-8967-2750）

抱えている不安や悩みの相談
など

毎月第１・３月曜日、第２・４
木曜日午前10時〜午後４時 ー 女性

カウンセラー

就労支援相談 産業観光課 就労に関する相談機関の案内
や情報提供など▷電話相談可

市役所業務日
午前９時～午後５時30分 市役所 就労支援コー

ディネーター
就労支援相談
（～49歳）★

南河内地域若者サポート
ステーション（☎ 26-9441）

就労に不安を持つ49歳以下の人や
家族からの相談▷オンライン相談可

5月7日㈭・21日㈭
午後１時～５時 市役所 同ステーション

相談員

労働相談★ 産業観光課 賃金未払い・パワハラ・セク
ハラなど

申込者の都合に合わせて日程
調整が可能（土日祝は要相談）

相談員の事
務所など

社会保険
労務士

経営相談 産業観光課 経営に関する悩みなど 5月 27日㈬
午前 9時 30分～４時 市役所 中小企業診

断士など

ひきこもり
等相談★ 地域福祉高齢課 社会参加に不安を持つ人と家

族からの相談
5月14日㈭
午前10時～正午 市役所 NPO法人

相談員

生活困窮自立
支援相談★ 地域福祉高齢課 仕事が見つからない、生活のやりく

りが大変などの経済的な困りごと
市役所業務日
午前９時～午後５時15分 市役所 相談支援員

心配ごと相談 社会福祉協議会
（☎ 65-0133） 悩み・困りごとなど ①5月13日㈬・②27日㈬

午前10時〜正午
①社会福祉協議会
②天見公民館

民生委員・
児童委員

こころの
健康相談

保健センター
（☎55-0301）

日常生活の中で感じる不安や
悩みについて

市役所業務日
午前９時～午後５時30分 保健センター 保健師

児童虐待等
の相談

①こどもファミリーセンター②児童
相談所全国共通ダイヤル（☎189） 子どもへの虐待が疑われるとき ①平日のみ午前9時～午後５

時30分②24時間受付
①市役所
②☎189 保健師・保育

士・社会福祉士・
心理士などこども

相談総合窓口
こどもファミリーセンター
（☎ 53-8001）

家庭児童相談・ヤングケアラー
など子育て全般に関する相談

市役所業務日
午前９時～午後５時30分 市役所

　令和８年度から「シェアリングエコノミー」の考
え方のもと、「シェアリング事業」を推進します。「シェ
アリングエコノミー」は、主にスペース、スキル、
カネ、モノ、移動手段の５つの分野に分類され、シェ
アすることで生まれる新しい経済のカタチです。
　「スペース・シェアリング」として、モックル・フル

シェアリングエコノミー＠河内長野
モックル・フルル広場（正面玄関前）や

市民サロン（庁舎１階）を市民に開放します！

ル広場や市民サロンを一般に有料で貸し出し、市長
室や市長車を職員とシェアします。
　「スキル・シェアリング」は人材が持つ才能を社会
全体で最適配置することです。これは、全国初の条
例制定となった本市の「職員兼業推進条例」の理念
にも合致するものです。本業のスキルを活かし社会
貢献したり、自分のスキルや時間、資産を他人と共
有して働く「シェアワーク」を推進します。
　今年度から市役所の職場環境改善を目的に、兼業・
副業人材の活用に乗り出し、民間人材から公募を行
います。地域人材が持つスキルを市役所の業務に
活かす一方で、市役所の職員が地域で社会貢献活
動を行うことを推進します。働き方の選択肢が増
え、ウェルビーイングが高まることで、“あたら
しい一歩、踏み出し放題。”の河内長野を目指す
とともに、この取り組みを通じて、定住人口の増
加、関係人口の創出にもつなげてまいります。

西野修平の

TEAM
KAWACHI
NAGANO

市長 's VOICE

催
し・講
座

高
齢
者

障
が
い
者

保
険
・
年
金

ス
ポ
ー
ツ

事
業
所

安
全
安
心

募
集

相
談

そ
の
他

お
知
ら
せ

教
育

暮
ら
し

子
育
て

人
権

税
金

健
康

就
労

◉
編
集
後
記
◉

▼
こ
の
４
月
、
当
課
職
員
は
３
人

が
抜
け
、
私
含
め
４
人
が
新
た
に

配
属
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
の
み
な

さ
ん
に
も
っ
と
河
内
長
野
を
好
き

に
な
っ
て
も
ら
え
る
情
報
発
信
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
（
川
中
）

広
報
か
ら
異
動
し
ま
し
た
。
１
年

と
短
い
間
で
し
た
が
、
多
く
の
方

に
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
（
早
川
）▼
新
加
賀

田
公
民
館
は
学
校
と
は
思
え
な
い

よ
う
な
内
装
で
広
々
と
し
て
い
ま

し
た
。
習
字
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め

様
々
な
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
が
生

き
生
き
し
て
い
る
の
が
印
象
的
で

し
た
（
熊
谷
）▼
こ
の
度
広
報
担

当
と
な
り
ま
し
た
。
市
の
魅
力
を

発
信
で
き
る
よ
う
尽
力
い
た
し
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
（
石
橋
）▼
特
集
の
編
集

を
担
当
。総
合
計
画
や
今
年
度
の

主
な
事
業
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
家
族
が
罹
患
し
た
帯
状
疱

疹
が
怖
い
の
で
ワ
ク
チ
ン
助
成
拡

大
は
嬉
し
く
思
い
ま
し
た（
山
崎
）

▼
編
集
メ
ン
バ
ー
の
入
れ
替
わ
り

な
ど
、
新
年
度
は
い
つ
も
以
上
に

あ
た
ふ
た
。
今
回
ば
か
り
は
入
稿

が
間
に
合
わ
な
い
か
と
ひ
や
ひ
や

し
ま
し
た
（
永
田
）
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36広報紙が届かない場合は、配送業者㈱ダイコク（　 0120-603-912 ▷土日祝除く）へ

きらっとLIKE WORK
KAWACHINAGANO CITY

HOT

集
中
す
る
時
間
や

書
く
こ
と
自
体
を
楽
し
む

　「定年を見越し、ずっと続けられる
活動はないかと探していたときに書道
クラブを見学しました。字を書くこと
が好きなので通い始めたのですが、あ
っと言う間に15年が経ちましたね」
と話すのは、加賀田公民館の書道クラ
ブに通う西岡さん。現在は月2回、仲
間とともに筆を取っています。
　クラブでは、先生の指導のもと基本
を大切にしながら、一文字一文字丁寧
に書き上げます。筆の運びや止め・は
ねなど、基本をしっかり身につけるこ
とで、表現の幅が広がっていくのを感
じると話します。「書道の魅力は、自由
な表現もできるところ。私は自分の感
性を出せる近代詩も大好きです。きっ
ちり書く習字とは違い、かすれや濃淡
を工夫しながら、自分らしい字を書け
たときが一番楽しいですね」と笑顔が

こぼれます。あえて紙の裏面を使って
かすれを出すなど、自分なりの工夫も
重ね、書くこと自体を楽しんでいます。
　「集中して書いている時間が好き」
と語る西岡さん。思うように書けない
ときは紙の大きさを変え、ダイナミッ
クに書いてみるなど試行錯誤を繰り返
しながら、一文字、一画と向き合って
います。作品を見た人から「力強いで
すね」と声をかけられたときは、自分
の意図が伝わったと感じ、とてもうれ
しかったそうです。
　「小学生の書道の授業をサポートす
る機会もあり、元気にのびのび書く姿
に刺激をもらい、学ぶことも多いです。
もっと書道人口が増え、公民館活動を
知ってほしいです」と話す西岡さんは、
これからも楽しみながら書と向き合い
続けます。

西岡さんの作品と、一緒に書
道を学ぶ仲間たち。加賀田公
民館が複合化したことで、地
域のつながりがさらに広がる場
として色々な方に来てもらい、
書道を楽しむ仲間が増えたり、
公民館活動が活性化するきっ
かけになれば、と話します。

加賀田公民館のクラブに通って15年
西岡 孝夫 さん

11

VO
LUME

POINT
大切にしているもの
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